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例 言 

□本書は官設展覽會の代表的作品圖錄と審^!員名及び優秀なる作品の目 

錄とを兼ねた冬ので、美術愛好者の文展追憶に便せしひる4ので6る。文 

展十年の說明は極めて大體R亙るもの、且つ出來うる限'^理論を避けて、 

平明簡易なる解說を旨とし、圖錄及び作品目錄を見るの參考に資したる 

免ので6る。內容に卽しての傾向推移に就ては、著者嚏y2說を有するが、 

他日謂ふべき機會があるであらう。 

□寫眞は各部R亙つて出來うる限6代表的作品を選ぶ筈であつたが、寫 

眞として見て6まりに原物の面影を破るネのは之を避けたので、梢不完 

全の譏を免れがたいが、出品目錄竝に解説と比較して見られたい。 

□詳細なる文展年表を附する豫定が時のおくれ7^2穴めに出來な$のは遺 
例 言 一 



展十年 こ 
憾とする所でぁるが、再版(C附する日^其の缺を補aたいと思ふ。 

□第十囘展覽會の批評は招待日當日の僅か一囘の觀覽Rょつて得た印象 

を記したに過ぎない。雨の日で光線の加減'か惡く、聊か暗中摸索の恨が 

ないで名なかつた。優賞品目錄がまだ發表前で載せ得ないのと、寫眞版 

を多くするrjiの出來なかつたのは遺慽だがやむを得ない。之名版を再 

びするの日^、批評と共に改めたいと思ふ。 
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文展十年 

青木小四郞編 

序銳 

時は移る。人は步ひ。十年とs乂歲月は開明史的に見ると決して苌い 

期間ではな，Sか、然し、4/の長からg時の間に，5,刻々に破壤と創造とが 

行はれてゐる。わが官設展覽會が創設5れてから、是に十年になる。こ 

の時に際して旣往十年間^追想するの,P"わながちに無益のことでょな 

いであらぅ。 

文M十年。をの間の功過如何といふ問題§:提供し'/2ら、恐らく十人十 

序StI 



文展十年 -1 

色の答Sるでtうが、併し、何人に'をれが如f下凡fので心 

るRもせょ、繪畫の趣味を普及Sせ^と云ふ乙とは否1;乙との出來ない 

事實であら5。嘗て佛蘭西から歸朝し^洋畫家か、巴里でUSX估Mの主 

婦すらサpンの批評を口にすると$ひ、顧みて日本國民の一般美術思恕 

に及んで歎嗟の聲，VI漏.し充と云ふ乙と-^聞0たが、今日では東京の^"宿 

屋の女中S大半が文sfするに至つ？はな二。文部省の設立の 

趣5主なる 一〇なる美術思想の普及と云舎的の—部分はすでに達 

せられてt。肇1普及とfl價格の騰つ交と慕實で办 

らう。をして'^る點では畫家の獎膽と毛なつyaで6らう。京截の繪か^ 

第に東京Qをれに近づ$て袭ム古と' 大阪に質俗繪の起らう 

として居る乙.と75^文展の結果として擧げてもv>いで4>らう。 

吾等は今交M十年の功過に就いて私議せ/Iとするネのでは^い。再等 



は唯文M十年に就いて簡單なる槪說7r試みれば足る其の功過の如きは 

見る人によ〇て異る。 

一口に文Mといふ.か、その中心とな.CV、常に問題を提供するも0は、 

日本畫の部である。日本畫の大體の傾向は如㈣C極めて大體に就いてい 

へば、今の日本畫kは三種り傾向を認める乙とが出來るt 

第一は4G格を守つて其の範疇以外に一步，p出ないもので^る。古倭繪、 

南晝の系統を追ふ名のは何れもをれであるが、後等は其の作物の新味な 

く內容なく却て俗惡で墮落的なる乙と(Cよつて、自ら其の存在の理由t 

否定してゐる。南畫の多くは墮落の傾向に馬する4のでわつて、決して 

醇雅なものではない。殊に窠京には、文晁乃至畢山の流風に傚ふものが 

多v>が、大抵は拙劣(Cして見るに堪へぬ毛の、古人の上{C一步を出でず 

して却つて古人よ6數十步の退步.5:示す^,のである。此の部類から吾々 



文展十年 四 

は將來ぁる何物を免期待してゐなSし、期待する乙と名出來ない。 

第二は古格を硏究して、更に新味を汲み、或は®洋畫の筆意を摸し、 

從來日本畫中に見るを得なかつ7»2意匠を加へて、硏究的態度を持しつ>、 

漸次に步武を進ひる屯ので6る。古畫の硏究はその活用K於て初めて意 

義を持つ、洋晝の傳習屯ム、の採取に於て初めて意味がぁる。彼等が古畫 

を根柢としてをれに新意を加へて新日本畫建設せんとする努力は嘉す 

べきでわる£*に、必ず將來ぁる4のとlr«ふ乙とが出來る。此の種類の 

中に咚自ら急進的のものと漸進的のネのとを見ることが出來る'か、典に 

意義のぁる努力でぁ*^、硏究で4)る。其の作品には苦悶の迹がぁる。醇熟 

の域R達しな$名のが6る。或は^まぅic洋臭の多い名のが6る。併し、 

此れ卽ち硏究的過渡期の特色として、許3るべきで6らぅ。此れを實例 

にmハて見れば、下衬觀山の「木の間の秋」、寺崎廣業の「谿四題」、橫 



山大觀の「山路」「松並樹J「瀟湘八景」の諸作、菱田春草の「落葉」、尾 

竹竹坡の「楝木」、「水乂r村紫紅の「近江八景」等を初め、其の他之に屬す 

るものは極めて多$。而して其の.多く、が技巧派ともい乂ベき京都の晝家 

から湧かなかつたこと敢て奇とするに^ら 

第三には寫實に基$て裝飾的なら/Lとする新傾向のものである。之ょ 

比較的後に生れ^傾向でわるが、/ぐの難は^^.〇に純裝飾に近づいて圖 

案めき、a然の眞諦，r忘却して、繪畫としての意味^,忘れる點にわる。 

此等の免のには、觀山の「木の間の秋」や春草の「落葉」の影響,pあるであ 

らぅが、をれは此等の追從者が、「落葉」や「木の間の秋」{C裝飾畫とし 

ての外に多大の領域わる2:とに氣がつかぬからで^る。此の部類の名の 

ネ、ょく導けば新傾向の見るべきものを生ずるれも知れない。 

文展の日本畫の傾向は槪別して、右の三種とする乙とが出來る。洋畫 

序説 五 



文展十年 プ 

には最近に到るまで、悔を隔てた泰西の流行の一波一瀾の影響が6まら 

に著しく、畫家の多くは常R適歸する所を知らない有樣でわる。洋行か 

へ*^が常に文Mに於て優賞を占むるが如きは寧ろ稱する!；:足らぬ。 

彫刻の趣味は一般に理解5られないのみならず、又日本畫や洋盡ほど' 

問題となる1でに達してゐなv>樣で省ある。 

今後の文展の行くべき道は如何。乙れは大なる問題であると其に、ま 

y2容易に決定し得る問題で毛ない。吾等は今をれic對する意見を陳べる 

要5:見ない。今から去つて、年々の作品の主なるものに就いて、簡單な 

記述をして、讀潘の思S出R便せしめょぅ。文展の內容を主としての推 

移史の如きを述べて見たいが、今は紙數の許3ぬので"他Hを期するL 

る0 



第一同明治il十箄 

第一囘り展覽會はをれ'か初めてのもので6るだけに、非常に低の視聽 

を集めた。齊一家5方面に見てネ著しく努力の跡'か見ぇ/2"愈々開會せら 

る>(c到つて毀#褒貶の聲の豫期以上に甚しかつたのを見ても、をの盛 

況の度*>•现はれる。 

:n本畫中で飛も注：：！すべ&作は蓋し、下紂觀山の「木の間の秋」でぁら 

ぅ。£1れは秋の林間を描い允もので、草木の紅葉{C色彩の美をつくし、 
精を6つめ、稍四條派を汲み、光琳を採6、装飾的傾向(■:走6つ >、而$ 

單なる裝飾に陷らずして、寫實に基く自然の眞諦を有する所ic其の價値 

が認められるC推して以て文M第一年の傑作とするに足る作品でぁつye。 

觀山の「木の間の秋」は必ずしネ、新意%:追ふにのみ腐心し7*2作ではな 
明治四十年 七 



文展十年 八 

い〇而4、どこか(C步まぅとする努力が見える。東京と京都との畫風を比 

較して、.極めて大體R就v»て謂へば、東京の畫家は漸く內面的傾向を帶 

び、京都の畫家は舊に依りて安住せる技巧派/2るの觀がある。而して今 

囘の傑作？2る竹內樞鳳の「雨露」の如き$、柳を描き五位鷺を描Sて筆致 

の輕妙と熟達の三昧境に入つたる技巧派の代表作と見る?:とが出來る。 

觀山の畫は東京畫壇のために、柄鳳の作は京都畫壇の7*2めに、各々氣を 

吐S/2%のといふべきである。 

寺崎廣業は壯大なる「大佛開眼」を描$て世を驚したが、大作ではわつ 

てネ、まだ彼の傑作としては推しがた$4 0であつ穴。橫山大觀の「二 

百十U」と「曙色」とは依然として矇朧體の作物で6つて、又優れた味の 

であつたが、川合玉堂の「片時雨」は其の穩健な畫風を餘蘊なく示したネ 

ので、亦佳作として推すべきであらぅ。山元春擧の「海月」は壯大な圖樣 



を有するものでは，Qるが、やはぅ技巧のかつたもので6つた。審査員中 

には以上の數氏以外の問題とすべきものはなS。 

■審査員外の作品としては、木島櫻谷の「しぐれ」が群鹿を描いて其の腕 

を見せ7*2が、をの傅彩は京都畫家一流り不愉快なる4ので^つた。菱田 

春草の「賢首菩薩」及び安田靱彥の「豐公」は北ハ{<:個性の表現に努力して.Q 

る作者の苦心の見るべき4のがゎつた。野田九浦の「辻說法」は其の多數 

の人物の布置に努力を見る。之に似た.^のには、町田曲江の「悲報{(:接 

したる佛敎の步み」がゎる。特に表情を描いて稍々成功に近Sものでぁ 

つ2。木村武山は廣業の「大佛開眼」に似て、「阿房劫火」を描Sたが壯麗 

といふ意外に多く謂ふべきものを見なS。 

美人畫としては、上村松園の「長夜.」、島崎柳塢の「西鶴のおなつ」及び 

榊原蕉園の「もの詣でJなどが心る。比較的傑出し犮ネのとしては松園の 

明治四十年 九 



文展十年 一〇 

「長夜1:擧ぐべきで<!:.らぅ。 

山本梅莊の「秋景山水」は南畫のや >見るに足るべき咚のである。審査 

員中松本楓湖、小堀-M音の如きは十年一日の如く武者繪の如きを描く。 

をれかあら.ぬか、文展^.は、愚にネつかぬ武者繪風俗畫が多い。 

西洋晝中審査員の作では、黑田淸輝の「白芙蓉—は淸楚高雅"岡田三郎 

助の「肖像」は妥當溫雅で共R佳作ではあるが"特に傑出し7'aネのではな 

い。中村不折は「白頭翁」及び「彫刻師」を出して漸く其の趣味のクラシ 

カルにならぅ£する傾を示す"滿谷國四郞の「購夢」は大作ではあるが、 

すべての點に於Sて硏究の餘地を留め/2作品で^る。其の他の審査員(C 

は之とV*ふべき程のもの名見えなかつ^。 

和田三造の名は其の傑作「南風」にょつて世の視聽を惹い-/2。「南風」 

は海上を疾走する漁船の一端k或は钽し、或は立つてる二三の漁夫を描 



いy24ので。勁健な筆と確實なデッサンとは、多少の缺點を補つてゎま 

6心るもので6つ^。 

山本淼之助.S「森の奥」はをのをつのない技巧を示した4の。中澤弘光 

の「夏」、中川八郞の「夏の光」及び吉W博の「新月」の如さはSづれも相當 

の出來ばえで心つた。 

橋本邦助の「と咚しび」や蹯見泰の「夕の岬」^亦記しておくべ&作で 

6らぅ。 

彫刻の部は頗る寂寞/aるものでゎつた。數に於て他の部に劣るのみか 

質に於て4決して優れた4のではない。新淘竹太郞の「露營の夢」はをの 

平生得意とする所の題材を用CAyeもので、稍見るべき名の。米原雲海の 

木彫の「紳來、相Eの作でCOC)允。1毛利敎武の「ゅくへ」は「神來」に比 
して遙に仑の偾値の少なのであつ^。 

明治四十年 一一 



文展十年 一二 

第-同明治囤十！！箄 

第二囘に至つて從來見なかつ7»2舊晝の審査員が俄に五名の數を增し犮 

乙とは、世相の反映と見るべき乙とで、彼等が絕えな/liする古格を繼 

承してゐて孓、世俗のをれic對する信仰のまだ失せない乙とを示すネの 

でぁる。然し、第二囘ic於ける大事件は之ょ67P、文展と同時に國畫玉 

成會が開かれ、下衬觀山、橫山大觀を初め舊美術院派に屬する晝家の一 

切文展に出品しなかつた乙とでぁる。をして、觀山の「大原御幸」の傑作 

は之を文展に見る乙とが出來なかつたし、又安田靭彥の「守屋大連」の如 

き免の7P見るを得なかつ'^。玉成會は一年にして止み、翌年は文展へ復 

歸したが、_術院派は歷史的に又晝法上に古くから官畫(と云ひ得べく 

んば)と相容れ次るものがわる。玉成會はをれを具體比し/2ネので、乙 



れゃがて後年美術院展覽會の俑を成し7*2る％のとMる乙とが出來る。 

玉成會の/2めに振はなかつた文展では京都の畫家が振つてゐたe竹內 

栖鳳は「飼はれたる猿と兎」を出して、その手法の巧妙を以つて、動物を 

描き他に比類のなS技倆を示した。山元春擧は「雪松圖」の大作出した。 

是は彼の得窓とする題材であつて、構圖Rも難がなく、豪壯で雄勁で傑 

作となすべき％ので6つ？T二等賞を得た菊地契月の「名士弔喪」は稍々 

見るべき作であるが、同じき木島櫻谷の「勝乎敗乎」は多數の人物を驅使 

し/,2點k見るべき4の>6る以外には傑れた$のではなかつ，72。 

寺崎廣業は「月」を出し'/2が、3したる作ではない。玉觉の「秋山遊 

鹿」は溫健ではあるが、前年の「片時雨」に及ばぬ乙と夥しv>ものである。 

新審査員の作品に見るべきもの > 多からぬはv>ふ^でネない。 

南晝としては小室翠雲の：靑山白雲」稍見るべき,Pの、田中賴璋の「鳴 

明治四十一年 一三 
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瀧』小坂芝田の「深遠」もかなうの$のではわるが、北ハに氣韵の不足とい 

ふ點に於いて難があるであらう。 

川北霞峯の「竹徑春淺」は稍佳作と$ふべく、都路華香の「諸神歡呼」は 

尙研究の餘地を止めた作であらう。 

上村松圍の「月かげ」、島崎柳塢の「おな$どし」榊原蕉園の「やょa」な 

どは大し犮作ではなかつye。 

西洋畫では黑田淸輝の「樹かげ」ややおもしろしく、滿谷國四郞の「車 

夫の家」は構圆の下凡なること驚くべきものがある。岡田三郞助の「萩」 

は和田英作の「おうな」と其に無難な作として推すべき4のでct>らう。 

和田三造は「嫜燻jの大作を出して、愈々其の手腕の健實^る乙とを想 

はしめた。吉田博の「雨後の夕」はまた佳作であつて、雨後の氣分がわる 

程度まで巧に表現Sれてゐた。中川八郞の「北國の冬」、山本森之助の「曲 



浦」、中澤弘光の「雄鹿半岛Co1角」などは風景赘として、かな6好評，ご博 

した名ので6つ穴。フランク*ベレスフォードの「中條哲の肖像」、石橋和 

訓の「名のおもひ」は北rcアカデミックな畫風を持つ/2ネのでわつた。 

橋本邦助の「水のほと6Jはや >見るR足る名の、水彩畫では三宅克已 

のっ湯ヶ島しにすぐれた技巧と溫雅な自然の見方とがわつ犮。 

彫刻の部では、朝倉文夫の「闇」が場中での佳作でぁつた。荻原守衞り 

「文覺」4お％しろ$ 4のでわつ/2。北村四海は「春秋」に於いて大理石の 

使用の巧妙を示し/2。山崎朝雲い「大葉子」1米原雲海の「寒山子」とに 

は、老練の鑿の跡が观はれた。新海竹太郞氏の作も目につ$た。 

第H同明治il十二箄 

第二囘の寧ろ甚だしく寂寥で6つ72のに引きかへて、四十二年の秋は 

明治四十二年 一五 
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かな-C'R、にぎやかであつた。 

寺崎廣業は一二囘ともに、3して振はなかつたが、「溪四題」を出す{C 

及んで、新日本畫の先驅をなす傑作を示し、文展史上に不朽の名を留め 

た。彼は乙の作をなすK、自然の寫實-と古格の傳習とを以てし、極めて 

大膽なる試をして而％fの間に大なる不調和^なく、嘗て日本畫に見^ 

Z1とのない新味を出しt風景畫の新樣式を創めた。彼の採取する所は極 

めて廣く、舊日本畫に更に南畫の意匠を加へ更に古土佐の樣式をまbへ、 

をれに從來見なS筆法をも加へて£)る。此の晝は第五囘の大觀の「山路」 

と典に、一のVI。ホックを作つたものであつた。此等の晝を或は半熟とい 

ひ、あるaは西洋臭味の多いのと難ずる徒が^るかも知れぬが、をれは 

過渡期の作として'.■$る§るべきもの、而^*此の作の如&は妥當の出來で 

6る。&內楢鳳はかつて鷲を描き猿と兎.とを描Sて技巧の爛熟に氣を吐 



き<Tま-^-心れ夕立.^」Q作を出して'手法Q大膽と色彩の妙を盡し、技 

巧のnに於ては企及者なきrjとを示してねる。^JQ繪kは生動の態心る 

と共にts位％6る。柄鳳の名を重からしめる程ののではないが_卞 

とい乂 VIぅ。橫山大觀は「流燈」—い—の得意の手腕— 

ひ色彩の震と丧情の巧妙とを以て、一稱獨自の境を開いてゐる。b 

元荞擧の「鹽原の奥」は橫卷で變化に乏しいが水の描寫は5すがであ 

るC川<"玉堂の「高极の霧」は彼一流の作で—か、色彩を主とし規模 

の小なる慍がある。 

審査員%の作品としては、菱田春草の「落葉」を以て白眉とする',tょ 

激く、へき料緻な筆を以て林中の^^を描き、而私光琳あたりを模し裝飾 

的傾向を持し、加乂る—1然sf忘れな4つたf於て最赢 
るべきものがある。自然を裝飾的に取扱つた名のに一囘の觀山の「木の 
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間の秋‘」が—。空者はf、此の傾向中の傑作—する乙との 

出來ぬものであらう 

尾竹國觀の「油斷」は中心のなぃ點に於て色彩の羅のない點に於て難 
はなsfな$が、併し、多数の人物—してtt破—示 

や>統一1う、色彩Hに下凡なら§1るべ—わる。國觀 

め弟竹坡は「茸狩」を出して輕妙—雅趣を示した。木島櫻谷®「和樂」 

及び菊池契月の「惡者の童」は其に劣作で人物の形相がわるい。其の傅彩 

の俗惡で褐色匕みたのは更に心る》。審震菊池芳文の-織月」"^味同 

bやうなる色彩の上の難が6る。 
榊原擦園は「宴の暇」に、鏑木淸方は「鏡」に於てf麗な作風を示し 

.y2が、あま*®'に佳い出來ではなかつた。 

小室翠雲の「雪中山水」田中賴璋の「霞む春晴る"秋」北ハに可S く不可 



名なく、田邊竹邨の「細雨空_」の方が寧ろ醇雅であつ7,2。乎福百穂の「ァ 

，ィヌ」は單調な空氣を破る磊落な作であつた。 

西洋畫。 

審査員の多く ♦か肯像畫を揃へたのはひしろ奇妙な現象といふべきであ 

る。黑田淸輝の「寺尾理學博士」、和田英作の「原法學博士」と「角田市 

區改正局長」、岡田三郞助の「大隈伯夫人」の類はいづれもそれで、而免 

いづれ名和當な出來で4)つた。滿谷國四郞0「.かぐや姬」は力のはいつ 

た作では6るが、彼(C劇的構阖の完き名のを求ひる乙とは、求{/るネの 

の誤であらぅ。 

中澤弘光の「おもS出」は大作である。そして浪曼的理想的のネのを描 

v>て、乙れまでの效果を得らるれば、まづ成功にちかい,pのといふべき 

であらぅ。たゞし佛體に尊嚴の氣のないのは殘念である。鹿子木孟郞の 
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作では、淺間山中の小品が見るべき免の、黑田淸輝は宵像以外に「鐵砲 

百合」を描いて、自然の特殊性を重ヒ、直截に得72印象ををのま>に表 

現してゐる。 

吉田博の「千古の雪」は構圖はS >が、色にすZ:し窮屈な點があ‘る。山 

本森之助の「濁らぬ水」は佳作でわらう。中川八郞の「瀨戶內海」、跡見泰 

の「祗石切」は1づ無難である。橋本邦助の「幕6CA」は装飾的傾向を有 

する氏としては、得意な題材ではなかつ'/2。 
111協11のr停if£場の朝」は小品で人目につかぬやうなものではある 

が"構圖が淸新で、印象の鮮かな作であつた。渡邊ふみの「白がすう」と 

石井柏亭の「熊野河口」と、正宗得三郞の「白壁」などは今で免思a出せ 

る作で^る。 



彫刻の部では、朝倉文夫り「山から來た男」、荻原守衞の^北條虎吉肯 

像」の二者が其に注目を惹いた。此の二人者は彫刻界に於て最も將來6 

る乙とを示した。惜しいかな、荻原守衞は早折した。 

新海竹太郎の「原人」は会の手法を見るべきもので6る。米原雲海の木 

彫「宇宙」も佳作とSふべきであらぅ。 

箆！！同明治一!十H筠 

文展なる語は年々弘通し、今や漸く新しき年中行事の主なる^3のとし 

て見らる >に到つた。fれだけ對世間的ともなつ72し、をの，72め{C此の 
會を創設し犮當事若の目的の一部分$達せられ左譯で6る。併し、又、 

一方から見ると、をの品位を重，ij、鑑別を高 ys せ/1乙とを望み、徒{C俗 

眼に投ぜひとするの陋を歎ずる若Aあつた。fして此と相關聯し老巧^ 

明治四十三年 一二 
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して新趣味を理解し得ぬ老大家、或は黨派心乃至は地方的感情に動かさ 

れて、弊を他日R殘sirとする先輩に對する非難の聲も起らずにはゐな 

かつた。して省、此等甲の是とする所、乙の非、とする所、紛々-たる 

世論の起るのは、畢竟、文展をの^*のの種々の意味に於ける發展の反響 

に他ならぬ。をして、公平に考察しても、文展は年々をの量に於て進步 

を示すのみか、質に於ても向上の迹を示してゐるのである。 

第四囘も浇して寂寞とは謂ひ得ないのみか、日本畫の如きには頗る注 

目に値する免のがある。洋畫稍々振はs'るの感ないでネないが、然し、そ 
れが退步を意味する者ではない。彫刻Rは、又可成6優秀の免のを見た。 

日本晝R於て最も見るべき免のは、之を審査員側にしては、觀山の「魔 

障圖」でct>.cv、廣業の「夏の一日」であ-*'、大觀の「楚水の卷」で66、 

春擧の「寂寥」--eあぅ、春草の「黑い猫」である。是を審査員外にして 



は'竹坡の「棟木」が66、契月の「供燈」がゐ6、淸方の「女歌舞伎」がぁ6、 

櫻谷の「か-^くら」がわる。其の他玉堂の「炊煙」蕉園の「秋のしらべ冬0 

兮どゐ」翠雲の「山海圖Jの如き4敍述の筆を省き得ぬ作品でわらぅ。 

觀山の「魔障圖jは、fの烏戬戲卷と百鬼夜行とから得來つた一種の韋 

Eと、をの奇警にして而も漫畫的傾向をもつ筆致と、更に乙の種の圖樣に 

最も適合してゐる白描法を用ゐて、優に渾然穴る一作をなして居る。屋 

中に靜坐せる一僧と怪怫、M根に跳梁跋扈する多くの魔物には、一々變 

化と活動の趣があつて、一見鬼氣の人に迫る4のが6る。觀山は常に舊 

手法ををの理解方に應bて運用し、他の多くの畫家が未成品を作る前に 

必ず一個の完成味を名たらす。彼の長所はLの點に存する。 

支那の風景を取材として、而4勝れ穴作品は廣業の「夏の 一HJと大 

觀の「楚水の卷」とで43らぅ。サ|ハ^支那的情調を表してゐるか、獨創的 
明治四十三年 二三 
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なる點は大觀が勝ぅ、諸法を綜合して而も新方面に進まひとする點は廣 

業が勝つてゐる。 

春擧の「寂寥」はをの構圖の稍々窮し龙る6と'かなsでもな$,が、3 

すがにをの手腕の見るべき名のがある。玉堂の「炊煙」は彼にしては、 

寧ろ普通作にすべきもので、作家の主觀の心まぅk稀薄なるを惜しひ。 

春草は裝飾的にして而免印象的なる方面に赴かんとするや5である。そ 

の「黑き猫」は必ずし？P、大作とは$a得ぬ4ので6るが、をの印象的 

なる點に、漸く彼獨自の疆地が見られぬで孓なV*。 

竹坡は「棟木」及び「如とづれ」の二作を出し、典にをの手腕の凡な 

らぬ乙とを示してゐる。前者はをの構圖の大膽と用筆の自在と漫畫的趣 

味との渾和したる點に看るべきネのがあ.CV、後者は色彩の諧調に觀者の 

心持ををを〇た。 



「供燈」はむしろ平凡の作で、をの構圖は却つて高橋廣湖の「少將伊衡J 

に劣る名の、內容の淺薄にして、色の調子7P勝れた$のではない。樱谷の 

「からく$」免、重厚の趣がなく、一見太だ不快VJ催3しめるもので6つ 

左。 

風俗畫として淸方の「女歌舞伎」及び蕉園の作はかな.〇傑れy2もので 

ある。前者は多數の人物を使つて、而名賑かな色彩を見せたと乙ろに努 

力の跡が見える。た >色の生々し3と、どこ1なく落ち付きのないのは 

缺點であるC「秋のしらべ冬り1ど，Q」は構圖が散漫で、優しみは6るが 

全體に空氣の薄弱な難がある。 

川端玉章その他の老大家の健在は悅ぶに足る。併も唯悅ぶに足るとい 

ふに留る。南畫系統の作にネ、あまぅ佳作はない。翠雲の「山海圖」は 

生硬で、秀畝の「初冬」は不純で6る。寧5田邊竹邨の「秋山曉靄」などに 
明治四十三年 二五 
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は、平明な情趣を見出し得る。高島北海の作Rは常に韻致の缺けて*<□る 

のが弊である。をの「蜀道七盤關」は寧ろ愚作といふべきであらぅ。 

日本畫を去って西洋畫;^見ると、全體R平靜な氣持が滿ちてゐるやぅ 

である。邦畫は多趣多樣で6っ'-/2が、洋晝にはどことなく一種のおちっい 

た所が見える。それだけ、活氣がない£謂へば、3ぅいへないで孓ない。 

黑田淸輝は自然R對して常にデリヶィトなる感覺を失はぬ。をしてそ 

れが圓熟せるその筆技と相俟って、他の企及し難い高雅なる作物を致す。 

乙の點に於て，荒苑斜陽」は場中の傑作たるを失はぬ。中村不折の趣味は 

年を逐ぅてクラシヵルな偏し'/2傾向を持っ。而4をれが色彩の不純と品 

位の淚乏とにょってをこに一種の不快なる調子を持っ'*「半諾迦尊者」は 

僅{Cをのデッサンの優秀なる點を見る(C留る。滿谷國四郎は腕の所有者 

では心0てネ、頭の昕持者ではなv'*。をの「二階」の庸劣なる趣味を見る者 



は2.の言を疑ひ得ぬで6らう。3すがに和田英作には幾何かの才分がわ 

る。，ての肖象は梁作といふべきで6る。「嘹とネのあか-^」ょ6名、をの 

「蔷薇」こを却つて取るべき4のでわらう。岡.田三郞助の「く味^'日」「ひ 

なた」山本淼之助の「島J i「sはや」鹿子木孟郞の「紀州勝浦」中澤弘 

光の「まひる」は$づれも大して不可のなv>かは6{c、又大した傑作で$ 

ない。新歸朝者たる山下新太郞の「靴の女」及び「讀書の後しには描法にそ 

色調にA輕快な淸新な空氣が漲つてゐる。IrJbき柳敬助の「夫人」ネわる 

くはないが、同ヒき南薰造の「座せる女」には、溢れるばかうの藝術味が 

落ちつ$て而ネ上品に表は3れてゐる。佳作と$ふべきであ•らう。 

吉田博の諸作、中川八郎の「巖壁」、靑山熊治の「九十九里」の類には、 

作をの名のを通して作者を現はすょ6味、畫面をの毛のから、單にをの 

手腕のみを示すものしか持たない。小杉未醒の「杣」は漸くその装飾的傾 
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向に專らなる^の、九里四郎の「老人」中村彝の「海邊の村」田邊至の 

「窓邊Jの肯像は$づれ咚妥當な解釋のつ$左名のである。 

要するに、洋畫では新歸朝者の作が最も注意すべき省のであつ穴。そ 

乙Rわが邦®に對する哀しいアィ！！-ーィが含まれて1Qる。- 

彫刻三十餘類の中、新海竹太郞の「默Jはとにかく場中を歷して立つ 

名のである。饼し、全身R力の充實は^るが、をれに伴ふ一稲市氣のや 

やお名しろからぬものが6る。朝倉文夫の「墓守」には技巧のすぐれ7^ 

る所があぅ、荻原守衞の「女」Rは一禪の暗示的の情趣が6る。此の人 

の死は彫刻界から一の光明を奪つたものと$ふべきである。 

第E同明洽is十圏^ 

文展は全體として年々の進步を見せる。併し、特に傑出した製作の吾 



^•をして、恍惚'/2らしむる程のものはな^.'- 

日本畫は槪して振はなS。審赍員中最名異色6る作をなしたるものは 

大觀の「山路」である。古土佐に南畫風の筆を加へ、飄忽たる中R朴純な 

而も大膽なる培地^啓いて行く點は大觀獨特の境地である。此の繪は古 

法を復活して新意を汲ま?J1とする點に於て、更に又此の以後幾多の追從 

者を出して一の新機運を作らぅとしてゐる點に於て、文展史に最も注目 

すべき作である。第niIelの寺崎廣業の「難四題」とCの「山路」とはか> 

る意味に於てMf'注目に餡するe 

大觀2作を外Rして必ず說くべ3ものに、玉堂の「細雨」がある。淸楚渾 

厚、敁ネ2-、01特色を發描し犮もので6つた。栖鳳に驚くべきはをの技巧の 

練達の三昧に入つてゐる乙とである。而も「雨」の如きliその技巧以外に 

栖鳳の名を重からしむるtPのではなかつた。柄鳳振はず'觀山は描かず、 

明治四十四年 二九 
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廣業の「支那風景」は彼としては、寧る平凡の作で工夫の足うなS恨が6 

る。をしてをのいづ乙にも支那山水の特殊性の見えぬのは何故であらう。 

玉章翁の「雨後山水」は粗獷の氣はあるが珍しく生趣の溢る作であった。 

先蹤大家の作、斯の如く振は次るに、新進作家の作に4亦、多く推稱す 

べき作を見なかった。木島櫻谷の「若葉の山」は漸く京都畫家の通弊たる 

セビア色^脫してはゐるが、ど乙かに不純の匂を持つた作である。竹坡 

には多々益々辨ずると云ふと乙ろが見える。「秋草」「梧桐」「水」の一一f點 

^、最後のっ水しは最も興味が深^をの扇面古寫經あ为-〇から得來った 

晝法は乙の題材R適してはゐる•か、か > る素描を屛風の大作に用ゐたの 

は、作の效果の上から見て損なやう方であった。同bく素描を用，Q7^もの 

は吉川準の「菩提達磨」がわる。併し、肫は素描の妙味を脫して、徒に 

:繁褥の嫌を有するものであ〇た。 



山内多門の「口光山の四季」、及び「漁村」は雪舟ゎ7^26を倣つたもので 

6るが、まだ渾化の域k達してゐな$。結城素明の「囀」はその洋畫式裝 

飾傾向に新方面を開拓してゐる。淸方の「驛路の女」は蕉園の「髪」R比し 

て遙に傑れて.Qた。 

新浮世繪と4云ふべき風俗繪を出して大阪晝壇のために氣を吐い'/2も 

のは北野恆富の「日照雨」でぁつた。傑作と云ふべき程のものではないが、 
をの傅彩の落ちついて、かな6の品位と情調とを有してゐるのは嘉すべ 

きで4)らぅ。國觀の「人眞似」はfの彩色の混濁とをの市氣の紛々たるの 

に頭痛を覺ぇしめる。看來れば、第五囘R於ては、僅{C二三の佳作を見た 

以外に、多く推稱すべきものがない。安住の^とが稍場中に(5らはれ初 

めたやぅで6る。併し、時は移る。人は動く。表面安逸なる氣の溢つて 

ゐる中にも、新しき作家の漸く6らはれむとする傾向は看取せられる。 

明结四十四年 三一 
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.をしてfれらの中に、今村紫紅、前田靑邨、平井楳仙、橋本關雪等の名 

を擧げたい。紫紅り「護花鈴」には莊重なる落付がある。楳仙の「赤土 

山」には着眼の新味がある。靑邨の「竹取」には古繪卷を摸した古雅な 

味がある。何れ名完成した作品ではな，sが、彼等が何物かを追求し、努 

'力してゐるとこ^が見える。 

洋盡は寧ろ邦畫(C比較して振つ穴と云ふ乙とが出來る。 

南薰造の名は「瓦aき」(Cょつて頓に重きを加へた。此は作者の藝術的 

氣禀が畫面の隅か'-、•隅まで行き渡つy2作である。純日本風の材料を驅使 
して、f.乙k平和なしづかな藝術的天地を創造してゐる。 

小杉未醒の「氷鄕」は彼が漸く自己の行くべき道を見出し得'/2かと思は 

れる作でゎる。作物の根柢を流れる,Pのは前の「瓦燒き」と同b名ので^ 

るが、純裝钸的kなつてaると同時に、完成味のある作であつた。 



山下新太®の「窓際」、有島生坭の「宿屋の裏庭」、屮村彝の「女」、坂本 

繁二郞の「海岸」、柳敬助の「病婦」、津田靑楓り「五月のィンクラィン」、 

石井柏亭り「サンミュhル橋畔」、藤島武二の「幸，のる朝」の如き諸作は 

何れ7?、そ.S藝術味の豐かな點、印象の鮮かな跳、或は、色彩の豐潤乃 

至は筆觸の淸新な點に於いて、fれ^-傑れた作品でぁつた。 

是等に比すると、二等{Aとい乂榮#を贏ち得y2、靑山熊治の「金怫」 

も、赤松麟作の「午後三時」も大作と云ふ以外に、時間的勞力が多く表 

れてゐると云乂以外に、何物をネ吾々に與へ得ない免のでぁつ/20 

審査員の中、黑田淸輝の「百日紅」はをの藝術味の豐かな點に於いて、自 

然の印象の極めて鮮かに表現せられ左點に於いて、をの描法の大膽なる 

點に於いて最tp傑出しyaる名のでcbつた。 

滿谷阈四郎の「港り雨J 7P徒作たるを失はぬ。彼の安價なドラマチヵ 

明治四十ra年 三三 
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，の構想はいつネ、吾等をなやましめるが、自然を題材としたるものに 

は此の弊がなS。^一田博、中;is八郞の諸作は滿谷のをれに比すると、遙 

にをの價値の劣る名ので6る。中村不折は例の如く「跋陀羅尊者」を描 

$て、をのデツサンのみ{<:誇らうとしてゐる。 

和田英作の「小金井博士の宵像」は肖像畫としてはその解釋の妥當なる 

と、技術の溫和なる點とで廢れてゐる。岡田三郞助の「浴場にて」は佳 

作の部で6らう。た > し、左足と手の衍とは甚だ拙劣なる名のと云はね 

ばなら；r 

鹿子木孟郞の「ィンスビレーシヨン」は衆ロー 致、冷笑の中心となつ 

'/2。ム、の着想の下凡にして"をの傅彩の俗惡なる乙ととにょ〇て、作者 

の藝術的良心の存在を疑ふ笔のは、二三に留らなかつ/2。’ 

彫lij中!>■)佳なる4のは、朝倉文夫の「土人の顔」であらう。新海竹太 



郎の「鐵槌Jには力は6るが、$つVPのやぅなK氣の6るのがお名しる 

くなv>。「一致」の方がすぐれてゐる。木彫の中では、平櫛田仲の「維摩 

一默」'かや > 見るに足るべき屯ので^らぅ。 

朝倉文夫の「產後の猫」は小作だが、一寸おもしろので^つた。 

藤井浩祐、堀進二、石井鶴二、武石弘三郎の名4亦かな-〇注目に値する 

名ので6つた。 

第六同大正元年 

審査とSふ藝術家本來W性質とは全然關係のなS問題、勢力と$ふ世 

間的の問題、情實と云ふいつの時に4免れがたS問題が、$かなる時R% 

頭V」擡げて、平地に波瀾を起»ぅとする。そしてそれが終に當局を動し 

て第六囘£c到つてU本进.は？ti>一 科第二科R區分せられた。もとょ6第一 

大正元年 i 
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科に屬する邦靈中の保守黨の自ら畫してなしたる所で、恐ら.く彼等にと 

つては頗る得意なfとであつたら5が"併し、それは、彼等が自滅と嘲 

笑の運命.7d:よ*^多く、し'/2るものに過ぎない。第一、彼等がをの描く £乙 

ろを以つて"一の流派傳統を保存して持續せしめよぅとするの無意味な 

る？-とはSふ皆で名なV*。次R彼等が考へて以つて、邦畫の多く•か洋畫 

に煩せられて古格の忘られてゐると云ふ乙と，'P、をの考違で心つて*彼 

等の古格は彼等以外の畫家によつて、活炤せられ、よりよく有效に用CA 

られてゐるので6る。 

之れを第一科の先蹤大家の作に就S-C見ても、益頭峻南の「支雲01 

地」、佐久間鐵園の「茂松淸泉圖J、高島北涎の「積翠J、山岡米華の「水墨 

夏景山水」、0月金鳳の「松上烏鷺圖」の如き、をのど<1に新除がわ^'、 

fのいづ<1に古格を追従して古畫の域に到達し得y24のがあらぅ。彼等 



か推して二等貨を與へた小坂芝田の「秋爽J、津端道彥の一火牛」、3ては池 

上秀畝の「梢の软J、田中賴璋の「水郭の春」、松林桂月の「寒汀」、小室翠 

雲の「四時桂興」の如きに、果して何物を得るであらぅ。再等は多くを 

語るの甚だ無意味なるを思ふ。 

第一科に保守の大家を追W拂つた二科は、頗る活氣V3呈してゐる。横山 

大觀及び寺崎廣業が各々「瀟洳八紧Jの大作を出して、龍虎相爭ふの狀を 

示してゐるのは、蓋し壯觀と謂ふ乂べきでわる。をして、此の二人者の特 

色が、各々をの作物に最名ょく現はれてゐる乙と7?面白いもので心つ720 

大觀の八景は徹頭徹尾大觀の八最で，Qる。彼は八景と云ふ古來の傅統 

的固習の感ヒから脫して、を乙に彼獨自の八景を創造しょぅとしてゐる® 

を乙に彼の個性がいかにちょく出てゐる。大觀の作に比すると、廣業の 

八景はいかにも傳統的綜合的で^る。彼の勤勉は彼をしてわらゆる八景 

大正元年 三七 
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の古畫をWめしめy2らしく見える。をして、/ぐれ等のすべてを、彼の努 

力にょって打つて一九として、を乙に新しく描かれ允のが廣業の八景で 

4>る。二者と毛に傑作/2るを失はぬ名のな'から、を乙に此の二人者の特 

色が現はれ、且っ此の二者の示す傾向が又、今の日本畫の傾向を示唆す 

る孓のではあるまV*か。 

大觀、廣業一一家の外、審奮貝としては山元春擧の「嵐峽J、及び川合玉 

堂の「潮」'かある。「嵐峽」はSすがに水の硏究に傑れ^點はあるが、7^2 

Vをれ1での作でゎる。「潮」は玉堂の作としては、比較的大膽な作であ’ 

るが、あ1ぅ佳作と云ふべ&ではなかつた。 

木島櫻谷の「寒月」は毀譽紛々たる作で6っ左"併し、毫4寒月の趣がな 

く、動物の標本めき、一體に彩色の不純を責める人の方が多かったやぅ 

であるが、松本博士の如きは、口を極めて之を賞揚し72。夏目漱石氏が 



往年の「荠草山」と其に不偷快と云つたのは何人も首肯する所で4>らぅ。 

今村紫紅.S「近江八景!1」は大觀廣業の八景圖と共に秤々の問題を提供 

し/2もので6つた。をの構圖の苦心、をの描法に種々の試をした跡、材料 

に注:Sを拂つた點などSづれ4推賞に値する。併し、Jitの繪は完成作で 
はない1苦悶の繪で6る。思ふに此の畫は紫紅の悶の象徵ではぁるまい 

か。更に又、=本迸家の悶の示唆では心るtsか。予は此の繪を以て、又 

文M十年史中、かかる意味で特筆すべきものと思ふ" 

安田靱彥の「夢殿」も亦好評を博したネのでわる。锊し、此の繪にとる 

べき：2をの技巧の細緻巧麗を極めた點で4>つて、作渚の^つた夢殿をの 

4の•か、遺滅なく表現せられてゐるかどぅか、多大の疑なきを得ない。 

菊池契月の「茄子」は装飾的傾向をもつた孓のでぁるが、中心のなv> 

平板な琺面には同情しが允$。茄子の葉ばか6を同b色で塗りたて > ゐ 

大正元年 三九 
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るの名智慧のな$や6方で?>る。 

前田靑邨の「御輿振Jは往年の「竹取」ょう一步を進めた古繪卷硏究 

の結果になる免ので、「伴大納言」あた6から得る所のもつと,p多いやう 

に見える。著想名おもしろく**輕妙で變化の^ると、Jろ、作#の將來わ 

る乙-こを想はしめた作であつ穴。 

山内多門の「郡上十二景Jは雪舟6た6を龊っ为描寫の努力を買ふべ 

きネの、平井楳仙の「浦づた；S」はをの技巧の妙をaるべく-結城素明 

の「2-乂72-る馬」は洋畫式の裝钸的傾向の新味わる點をとるべきであるC 

西山翠嶂の「靑田」、土出麥傜の「島の女」、都路苹香の「豐兆」、小林古 

徑の「極樂の井J、富田雞侦の「鹈船」など、彼等の常に步まうとする努 

力C0とるベ&免のが6る。 

風俗畫は槪して振iiない。尾竹兄弟の作は大に氣焰上らず、池田蕉園 



の'-7ひと名し頃」名、池田輝方〇「都の人」ネSふべきほどの免ので^Sr,°.'..i 

成园の「宗右衞門町の夕」は北野恆富の「：=照雨」の亞流で、作者が妙齡の 

婦人なる？-と及びをの迸の艶麗なる己とにょつて、衆俗の歡を迎へた。 

西洋盡では南驚造の「六月のU」が丁度前年の「瓦燒き」と同b所を行つ 

た名のである"たS-人物と背景とがびつた-CVと，Qつてゐな$所に多少0 

缺點は見えるが、併し、場中での怯作たるを失はぬ。小杉未醒の「豆の秋」 

は前年の「水鄕」から更に一步を進め^ネので、装飾的效果の愈々進んだ 

ものであるが、園樣の難を$へば廣S名のi:强sて狭めた様な點の，心る 

事でわる。併し、「豆の秋」はたしかに「六gのHJと典に佳作で«>つた。 

審杳員の作-eは鹿子木孟郎の「某未亡Aの肖像」と、和田英作の「夫人 

の肖像」，.とが、典にをの穩健な作風に於て傑れ7'2出來ばえで4>つた。鹿 

子木孟郞の「若王寺の澈」，'落ちつ^vのある^たるを失はぬ。黑田淸輝 
大正元年 四一 
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の「習作」、「木莓」、岡田三郎助の「偶成」はと4に可名なく不可4な$ 

出來で4>る。吉田博の三作は色彩が次第に生硕にな6つ > わる樣に思は 

れる。 

中衬不折の趣味は愈出て愈古典的Rなる。をして斯る題材を油繪で取 

扱ふのは、確に效果の上から見て不利な遣方である。 

中澤弘光、山本森之助、中川八郞の諸作はSづれ免穩當である。 

佐藤背三郞の「化粧」は其の濃艶な色彩が人目を惹Sた。辻永の「無花 

果畑」はをの得意な羊を描v>たAの、池田治三郞の「女四人」と其に佳 

作，72るべきで^る。 

石井柏亭の「荷蘭の子供及び「獨逸の女の」二つは新しS行き方で、 

大野隆德の「落葉を拾ふ小兒等」にはおもしろい看方があつた。 

坂本繁二郞の「ぅすれ日」は作者の內部のわるネのが第三者にせま-^ 



來るもの7P見え^。 

彫刻の部では審査員の作品にも，わ16傑出したものはなかつた。員 

外では朝倉文夫の「苦き=の影」が見るべき4ので、彼は數年來一作每 

に世評を高めつ >ある。藤井浩祐の「潭」、建畠大夢の「ねひ.り」なども咬 

づ無難である。審赍については谷部とも是非の論がある'か、彫刻の部は 

比較的公平V」以て稱せられてゐる。 

第'bfBl大正！一荩 

前[elに起つたn本®の分立は、をれ自身に於て甚だ無意義なものであ 

6、iLつ、乳の作物ic就$て見る時は、それ自分に存在の理由を否定し 

つ > ある咚ので心つた。 

元來一科を創設した理由が、一部の迸家の黨派的偏見に基くものであ 

大正二年 四三 
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る。然るが故に、をの鑑査に毛情實の加はれる點が歷々として措摘する 

乙とが出來る。駄作、愚作の多S0は謂ふまで$なS。 

第一科中、特に目立〇て多の-a文晁の摸倣で^る。佐竹永陵0「靑 

山綠水」はをの最名甚しき％の、次Sで、松林桂月の「松林仙閣/八木岡 

春山、岡田蘇氷、竝に小坂芝田の作の如き、何れもをHである。益頭竣 

南の華山を摸倣する乙と％甚しい。然し、彼等の多くは、唯の摸倣で而4 

一步4をの埒外に出てゐな$。加ふるに、江戶傅統の南畫には一純の匠 

氣紛々たる7Pのがあつて、毫1®雅な韻致がなS。是等の以外生尚取稚 

成の「南淵魚水/大坪正義の「管弦」の流はたゞ倭繪の粉本ヒたどつてゐ 

ると1^ふ以外に、何物を免見る乙とが出來ぬ。審査員の作中に免、往々 

にして愚劣、嗤ふべき：ものがある。かくて、第一科は全然をの存在の理 

由を3へ失はぅとしてゐる。をの中に唯一點、一科の/2めに氣を吐く傑 



作がわる。小室翠雲の「寒林幽居」は則ちム、れだ。 

翠雲の作には、$つ4ム、の才氣の縱橫に煩は3nて、高雅重厚の致を 

缺くもの'か多S-.'たゞ「寒林幽居」：v•到つては然らf'.、筆に猶すCしく落 

つ5の足6,ない恨は6るが、筆墨とネに熟達して、ょく畫面に統一が66 

整調があるc n木畫のすべてを通bて佳作とい乂べき4のである。田中賴 

璋の「木曾山、」田近竹邨の「乍晴乍雨」は比較的佳作とSふべきで6つた。 

第二科に移ると、第一科の無味1調に比して、をの多趣多樣にして佳 

作の多Sのに悅ばranる。併し、審査員の作は槪して振つたとSふこと 

は出來な$。 

橫山大觀の「松並木」は、すでに同氏0「山路JA,.見^服{Cは、fn以上の 

魏味を呼び起すことの出來な$作で^つ4^殊に、細緻平板に流れて統一 

と中心とのないのはをの缺點であつた。寺崎廣業の「千紫萬紅は」唐朝奕 

大正二年 .四五 . 
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人を描$た名ので6るが、特に新趣の見るべき孓のはなく、をの紙と墨と 

を用ゆる技巧に稍見るべきネのが1)るだけであつた。竹內栖鳳の「繪にな 

る最初」はかな6世俗の悅を買ひ得允作であつたが、をれは畢竟、世俗の 

趣味の低級なる乙とを證する免のに過ぎなS。形態の拙なるはいふまで 

もなく、市氣匠氣の見るに堪へなS免のがわる。山元春擧の「春夏秋冬」は 

4、の得意の擅場では6るが、彼の作として特に推稱に値しなS。川41玉 

堂の「夕月夜」、「雜木山」の二作は稍振へる名のであるが、玉堂の弊は 

をの調子の$つも同一で殆ど變化のなv'點にある。二作の中では「夕月 

夜」の方が1H3つてゐると云ふ一般の世評でわつた。 

木島櫻谷の「驛路の春」は翠雲の「寒林幽居Jと其に邦畫中の傑作と 

謂ふことが出來る。「驛路の春は」をの構想の溫健で、春風駘蕩たる太平 

を想はせるに足る。をの技巧は狩野の一派に新味を附し、京都盡家一流 



の輕mの點がなく、特に傅彩の苦心に見るべきネのがわる。 

審査H外の作としては、菊池契月の「鐵漿蜻蛉」がある。平板では.める 

が、をの色彩の淡泊で一种夢幻に似た靜境を描き出して、や，見るべき 

ネのがあつた❶鏑木淸方のっ潮干狩しは佳作と謂ふべきでわらぅ-橋本 

關雪の「遲日」•には溫雅な筆で、6る程度に仑の氣持の出てゐたのを収る 

べきで6る。堅山南風は「霜月頃」，で出して忽ち名をなしたが、まだ硏究 

の餘地6る作と云ふべき名のであつ7'2。結城素明の「相思樹下金絲圖」は 

氏の特ilを更に發惲したもので出色の名のであつた。 

牛田鷄村の「町三趣」は完備した作とはV'CA•かたいが、一Mの漫畫式0 

畫法に、蕭散な趣味を加へ、ある稀の!€ヒ，VJ描き出3ぅとする努力の>? 

ふ*へき.％のか6る.」 

この頃になつて次第に氣のつくことは、新しき試の多くが、裝钸的傾 

大正二年 四七 
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向にな6つ>ある乙とである。をして寫生が多く細部にのみ流れて、全 

體としての印象を稀薄ならしめる名のが多い。大觀の「松旅木」の如き4、 

乙の弊を苻する名のと謂はねばならぬ。装飾的傾向はをれ自身に於て必 

ずし免非難すべき4のではな，S。唯、純然/2る裝飾遨以外の作としては、 

裝飾的傾向以上kょ6緊要な名のがある。かつての觀山の「木間の秋」や 

春草の「落葉」に名装飾的傾向は認められる。併し、此の二作の如きも 

装飾以外に自然の心核に觸れる點を有し、觀漭.に生々たる印象を與へ得 

た。文展のH本畫が年を追うて、一種の惡趣味を生じつ > あることは、 

一部識潜の寒心を買ふ所以であつた" 

H本畫が次第に®面の大を競うて、邪道R走らうとするとは反對に洋 

盡は次第に內省的ならむとする傾向を有するやうRなつて來た-'併し、 

一面、大作の殆んど見るべき4の >なくなつたの$事實とすれば、悅ぷ 



べき傾向と云ふ乙とは出來ぬ。 

西-洋畫へ轉bてネ審査員の作品には之といふ程の見る'<1との出來ない 

のは遺慽でわる。鹿子木孟郞のS加茂の競馬」は繪馬の如く、黑田淸輝 

の「足立軍醫itJ及び「蘭花」の二作せ；！/しy2る作とは思へぬ。岡田三郎 

助、中澤弘光、中村不折、山不森之助の諸作も、喺從前の面目を保つ4 

のと云^kJhる。 

石井柏亭の「滯船」は淸新で氣持のs ので6つy2。南,«造の「舂3 

き」はしづかな情景のょく出て，gる點VJとる。：石川寅治の「渡の午後」は 

や > ぺンキ畫たるの感はないで7Pない•が、かな.〇努力のはいつた作でわ 

る。 

藤岛武二の「ぅつつ」は技巧の大膽な點と、筆致に興味がわる。長原 

孝太郞の「殘雪」は裝飾的傾向の新しs試みでは6る'か、醇熟の域には達 

大正一一年 四九 
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しな.$。 

齋藤豐作は色彩に對する感覺の豐潤な點に於て、人の意表に出づる4 

のが6る。「夕映の流」はをの點に於て特筆に値する。 

彫刻の部では依然として朝倉文夫の作^推す。「含羞」はをの氣持のょ 

くぁらはれ允無理のな$作で6る。藤井浩祐の「坑內の女」も佳作{Cす 

べきでわらぅ。審査員中の作品では新海竹太郞の「價千金」をとるべき 

.であらぅ。 

第八囘大正HI斗 

文Mは次第に出でて次第に益々對世間的とな6、を乙に安住し、滿足 

して、ともかく免平和な倦怠な夢を續けてゆく。併し、夢は$つまでネ 

.績かない。文展改革とv^ふ問題は、審査員の變化を生じた。をして橫山大 



観の名'か審査員中ょ6除かれたのを機として、下村觀山は自ら之を辭し、 

二人相倚〇、更に小杉未醒と結んで、H本美術院を創設した。蓋し閊倉 

覺三、橘本雅邦の一派と官畫との歷史的關係を知るネのは、寧ろをの事 

の^ま.〇におをいのを怪しんだか珞知れぬ。 

多少0例外はぁるが、美術院派には新進氣銳、と4かく％問題^提供 

する畫家が揃つて：Qる。故に、量は僅に文鹿の三分の一に毛滿たない美 

術院の第一囘のM覽會4をの質(C於ては、一步$文展に讓るところがな 

かつた。殊に*前田靑邨の「竹収」の如き、安田靱彥の「御產の禱」の 

如き作物の文展に見る乙との出來なかcたのは、衆口の一致して殆ど異 
議のない所でぁらぅC 

分立はひと^'美術院Rのみ留らなかつた。洋畫には更に又二科展覽酋 

の起る4のが6つ/2。3れば、乙れら渦亂の第一年たる文展は多少の興 

大正三年 五一 
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除を以て迎へられた。併し、寂寥は到る所に見出3Uた。殊にn本畫に 

到つては院展が振へるだけに、更JC又栖鳳、蓊擧の如き大家の出品がな 

Sだけに、をの感の更ic深のがあつた。 

改革の結果、日本畫の二科存立は中止となつた。之は寧ろあま6に當 

.然なる乙とである。審査員中では川合玉堂の諸作に最7P見るべき7Pのが 

ある。「晚渡J、「駒嶽」、「夕立前」の三幅中、最後の作は、彼の蘊蓄を傾倒 

し、をの特色の最も發撣せられ-/2もので60た。寺崎廣業の「高山淸秋」 

は觀山なく大觀なきの後、問題の中心たるの感が6つた。然し、苦心努 

力の割合には印象の稀薄な恨が心-つた。をれは、蕺面の眼界が^ま6廣 

きに失して、緊張味に缺けてゐたからで心る。高島北海は迸家たり詩人 

たるには、6ま6.にをの頭腦の科學者にちかく、科學者たるには616{C 

-畫家に近$。仝の「魚介」の繪手本ともつかず、陴物標本と4つかぬを 



見れば、誰しも吾が言の人を欺かぬを知るであらぅ。 

余はあま6に小室翠雲の作に、出來不出來の多いのに苦しむ。「寒林幽 

居」を出しye後の彼に「逍遙」の如き、覇氣ゎ6布氣ある作物を見るの 

は、果して何の故か。南畫としては、池田桂仙の「山高水遠」乙を見る 

べきものである。 

木島樱谷の「凉意しは單調ではあるが、をの作畫の機緣の溫雅なるを取 

べきで4)らぅ。阱し、之，驛路の春」を見7^2眼に物足りないのはいふま 

でもな$。契月の「ゆふべ」はをの卑俗なる點の最も忌むべきは、いか 

なる故か。此をしも二等賞の一席{C推した審査員の雅量は寧ろ憫ひべき 

である。西田翠嶂の作「採桑」は櫻谷の「凉意」に近い免ので、「ゆふべ」ょ 

6遙に勝る。都路華香の「閑雲野鶴」は不快の作とv'ふべ$だ。 

上村松阖の畫は可4なく不可4な$。風俗盡としては、鎬木淸方の「墨 
大正三年 五三 
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田河舟遊」及び池田輝方の「雨國Jを擧ぐべきであらう。二者と${c醇 

熟の境に近く、大構圖中ょく統一わう、形似に無理もない。傅彩4亦か 

なう要を得た名のである。國觀の「假睡Jを見て、「油斷Jの作を出した 

當年の意氣の銷磨し去れるを哀み、竹坡の作の漸く淺薄なるを惜しひネ 

のは、單R佘のみではあるまい。 

川材曼舟の「比歙山三題」、橋本關雪の「南國」、平井棋仙の「遼河の夏」の 

如きは、v>づれネかなり新味を追ふに努め、土田麥燿の「散華」はをの古典 

的なる題材に近代的感情を咚らうとし、動的氣分をわらは3うとする努 

力の嘉すべきものがあるが、硏究の餘地ある.ことはいふまでネない® 

平福百穂はかつて「茄子」の作をmして、人目を惹いたが、今囘の「七 

面鳥」免亦附記するを忘れてはならなかつ-72。ただ意匠の貧弱な點を恨 
* みとすべきであ•る。 



北野恒富の「願の糸」は直に人間を描v>た$のではなくて、人形芝居 

から得來つ犮免のか免知れぬ。而4、その憧憬的氣分のみち/2命題の最 

もょく描かれて.Qる點は賞すべきで6る。 

楳仙の「宫苑」ネ亦氣分本意の點で注目すべき作で6る。 

西洋畫は二科曾の分裂icょつて、却つて、彼等に近い手法の漸く見え 

來らむとする點で典味を^え/2。 

滿谷國四郞の「浴後」には描法に變化を見る乙とは出來るが、むしろ 

力の足6な$作で6る。「砂丘の裏」の方•かま3つてゐる。中村不折の名 

は久しき前から吾々の興味を去つて.ゐる。「處女」及び「卞和玉を抱V' 

て泣く」の二作から、-?V等は何を敎へられるで^らぅ。 

中澤弘光の「ながれ」は、作家の情緒と自然の韻律との融合して出來 

穴やぅに見える點に、妙味がゎる。黑田淸輝、和田英作二氏の作は、大 

大正三年 五五 
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しye變化名なければ、とて見劣6のするネの名ない。 

吉田博、中川八郞の諸作には多く云ふべき^,のがなく、小林萬吾の「和 

蘭の歌姬」は^笔しろ$岀來である。 

白E幾之助の「野材氏の像」はをの穩健なる點を賞すべきで^る。「ぅ 

ら> かな朝」が親しみ易い。太田喜二郞の作は色も調子4整つてゐて佳 

作たるを失はぬ。中村彝の「少女」はをの豐麗な色彩を驅使して、「少 

女」の肉體を通して現はれる感情を現した點がい >。對象にあくまで自己 

の!t情を打ち込ひだけk、充實しy2力がある。小寺健吉の「淺草の夏の 

眞晝」には構_の上に難がct)る"片多德郞の「夏山急雨」には、自然の 

印象を再現するに獨創的の境地がある。作晝の機緣kは南晝やキユゥビ. 

•ッムが加つ.72か名知れぬが、とにかく、心持の出てゐるのはぅれしい- 

山脇信德の「午後の海」も一種の晝面美を#つ。 



彫刻の興味は吾々にとつては、$つ4繪畫ょ64後に來6、而も薄v> 

ネのであ.る。 

「$づみ」は朝倉文夫の作•た。fして場中の佳作である。感輿の動くま 

まに從つて、而ネ精確の度を失つて，QなS。北村四海の「水の精」は部 

分的に調子の甘味•かわる。小倉右一郎の「不惑」には、達^な技巧を見 

て4眞摯のあとを見えな$難•かわる。新海竹太郎の「全力」は佳作i云 

ふべきであらぅ。併し、此•か果して氏の全力を意味するネのならば、彼の 

ために哀しまなくてはならぬ。 

第九同大正国年 

文展對美術院と云ふ乙とは、他の稲のM覽會の文Mに對するょ64、 

ネつと眞面目に考へられた。何故かといへば、少くと4其の：：：本畫だけ 

大正四年 五七 



文展十年 五八 

に就い--t:見ると、美術院派は俊英の士を蒐めて硏鑽努力、年を追ぅて人 

の視聽を惹かぅとする名のがわる。彼等は一切に於て未知數である。而 

屯をの未知數なる所に大なる彼等の未來がある。畫界の新機運の或る方 

面は過去に於ても、彼等にょつて誘導せられ啓發せられて來たからでわ 

る。今後の消長，^彼等に負ふところ最も大なるネのあ6と考へられるか 

らで，のる。 

公平にV*ふと彼等一派を拔いた文展の日本晝は頗る氣焰の上らなv>免 

のであつた"をして、彼等を除S/2後に殘るネのは、大家R多くは京都 

派の者があつ犮。槪していへば京都派はをの趣陇{'於てをの傾向に於て 

退嬰的であ6保守的でcbる。こ > に於て院展が進取的であるに比して、 

文展は退嬰的と云ふ4、妨げなSとも思はれる。 

苒び公平に謂はしめょ。第一囘の院展と同年の文展とを比較すれば、 



をの多趣にして活氣の横溢し、內容の精整せる點に於て、文展はたしか 

に院展に一等を輸したのであつ^。是ic於て世の視聽は、二者の今後R 

於ける發展に最名注がれるに到るので^る." 

然らば第九囘の文展のH本畫は如何。第二囘院展の邦畫は如何。文展 

を說くに院展を出3ぬは對照上、興味の薄い恨がある。 

第二figの院展は前年に比して更に振つてゐるやぅである。下村觀山は. 

「弱法師」の大作に、をの蘊菩を傾けて渾厚溫雅、技巧と內容との問に寸 

分の隙なき傑作を示し、大觀は「漁樵問答Ji「竹雨」とに於て、作の良否は 

と見かくネ、手法上の問題を提供し、小林古徑は「阿彌陀堂」を描いて冥 

想的神祕の境を宗敎的古建築に寄せて、識者を悅ばしめ、前田靑邨は繪 

卷物硏究の步を進むる乙と更に一段、「朝鮮の卷Jk從來の輕佻を脫して 

健實味を想はしめ、富田溪仙の「宇治川の卷」は粗獷の難あ6と雖毛、ま 
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た捨て難く、堅山南風は「作業JR於てをの努力を示し、今村紫紅は「入る 

U出る月」に於て、牛田雞村は「隅田川」に於て、北野恒富は「鏡の前」に於 

て、荒井寬方は「乳靡供養」(C於て、何れ$をの技倆を世に問うてゐる。 

觀山の作を除いて未だ渾成の域に達した$のはなV*が、而づれの作 

$問題を提供しない$のはなv>。喺大觀の「山路」、「松並樹J、乃至は「繡 

湘八景」を倣う72畫風が、一の院展の色彩を作らうとしてゐるのは、自 

由を標榜し拘束を無視して立つ彼等としては、警戒に値するが、何れに 

して4、をの活氣ある乙とは特筆R値する。 

精養軒の院展を去つて竹の臺の文族に入ると、其の數の多いのに一驚 

を喫する。再びをの美人晝の多v>のに愕く。三度平作凡作乃至駄作の少 

なからぬに驚く。最後に特筆すべき作の甚だ稀なるに驚く。 

余は寺崎廣業の不斷の努力を嘉す。而して彼が、文®の邦晝を雙肩に 



負うて立つのa氣を壯とす。「夜聽歌渚」は彼に於ては" 3したる傑作で 

はあるま$。をれょ6も、渴染法にょるをの「信濃の山路」は、をの硏 

究的態度に服すべきと典に’佳作たるを失はぬ" 

土田麥偲の「大原女」はをの手法の大膽で破格な點に於て、寫生の极 

柢ょう脫し/2る裝飾傾向の點に於て、廣濶なる氣分を現すことに於て、 

完成はしてゐないが、傑れたもので，のるC 

鏑木淸方の「晴れゆくM雨」は怖く春信あy26.から得る所がわつたネ 

ので^らう。人物と速池との見方(C於て筆者の位置の上の矛盾のあるの 

を除けば、筆の操縦と描寫の苫心に見るべき名のが心る。畫面の大に失 

し7,2£沄ふ恨は見とょ6ノ6るが。北野恒富の「暖か」はをの感覺的なる點 

に於て人目を引く。更にム、の追從者の多$のに7?驚かれる。 

木島櫻谷の「う脅や」は稱しが/aく、契月の「浦島」は褒貶相半ばす 
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文展十年 六二 

るも、夢幻的冥想的神祕的傅說的境地を描くに、友禪bみたる卑俗なる 

，裝飾的描法を以てしたるは許しが犮い。 

町田曲江の「三大門」はその氣分のわらはれてゐるのがい >。三幅中 

では「出城」'か$>。 

平井楳仙の1夏」は洋畫の影響のあまぅ露骨になつてゐるのを惜し1/ 

べきだが、をの努力は買ふに値する。橋本關雪の「獵Jは才氣に煩は3 

れて稍淺薄の恨はなv>か。構想の新意と寫生と装飾の中間を行く中庸を 

#た製作である。「峽江の六月」の方が遙にS >。 

池田輝方の「木挽町の今昔」は單に衣裳のみで今昔の區別を現は3ぅ 

としてゐるのはょくなV*。上村松園の「花がたみ」は開場前の評判に比 

しては頗る失望すべき毛のであつ^。 

高島北海の「贿壁摩天、斷層夾波」は愚作である。田中賴璋の「四季 



り山」は筆に熟練の銼は見えるが、平凡の譏を免れない。小室翠雲の「芨 

泉山水」、「駒ヶ嶽秋粧」では後者の方が佳S。手法の健實なる點の漸く 

まして來たのは、ょろこぶべきである。 

平福百穂の「朝露」は前年の「七面鳥」に比しては、劣つてゐるとい 

ふのが、一般の世評で6つた。川村曼舟の「連峰映雪」JCは生硬の難を 

免れなv>と思ふ。 

要する}C院展の方は步武の調ぅてゐる點'かわる。理解の件ぅた努力が 

見える。文展には稍すると、{#怠安住のC5と'か見られ、審査の不統一 

A云ふ難が6る。 

西洋£- 

.審赍員の作品中菩等の輿味を惹く作は殆どな$。藤島武二の「匂5」 

は卽興的では4->るが、色の階調に味が4)る。「空」と題する雲を描lr>たも 
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文展十年 六四 

のは聊か鬼：曲嚇人の趣が6る。 

黑田淸輝の作には常に一種の氣韻がある。「跡見刀自j £云ふ宵像も傑 

作ではなv»が、をの點がS >。 

滿谷國四郞の「魚市場/「行水」はや > お名しろS。岡田三郞助の 

.十島の雪」は調子の微妙な中に情趣がある。 

長原孝太郎の「晩春」はをの年來進みつ > 6つた傾向の漸く醇熟し來つ 

大事を調する作で、東洋趣味を根柢として、新趣ある裝飾畫をなしてゐる 

小寺健吉の「水のほと6」は氣持のい > 佳作と云ふに留る。大野隆德 

の「麥は犮き」は往年の南薰造の作を想はせる免ので心る。太田喜二郞 

の「薪」は畫面を大きくした點から來る構圖上の失敗が見える；薪」ょ 

6名「暖き日」の方が遙に。南薰造の「農家の娘」及び「葡萄棚」 

.を見る£、氏のM向に漸く動搖の1)る乙とを思はせる。 

五 



中村彝は人物の硏究R於て、獨自の境地を持つてゐる。何ょ.CPをの 

態度の眞摯で、行くとこるまで行くと云つた調子が他の及ばぬと^ろで 

あらぅ。 

柚木久太の「入江」は洋行後の初作として、佳作たるを失はぬ。海水な 

ど{Cは一種の感bがお.%しろく出てゐる。併し、tだ充分自分の名のに 

なつてゐないと云乂點があぅはしなV*か。小糸源太郞の「雨のあと」はv' 

>作だ。 

三宅克巳は水彩畫に十年一日の如く努力を拂ふ。「冬の小川」は周圍{C 

無頓着に、かな6の感興の籠つ/2佳作と云ふことが出來る。 

最後に和田英作のM作「佐用姬」は往年の鹿子木孟郞の「ィンスビレー 

シヨン」と共に、特記する値がある。 

彫刻 

大正四年 



文展十年 ナズ 

北村西望の「怒濤」は往年の和田三造の「南風」中の人物を思はしめる 

やぅな作で^る。大作で無理のない作ではわるが、併し、作家と云ふも 

の >現はれてゐなV'內容の空疎な作ではあるまいか。西蕻のをれに比し 
て、匕村「四海のィグ」は場中の出色わる作である。材料驅使の理解はそ 

の裸體硏究と栩俟つて細緻な豐潤な效果を齎してゐる。 

堀進二の「老婆の肯像」はをの眞摯な點をとる。 

新海竹太郞の鬼面嚇人の態度4漸く鼻につく。「釋迦八相」、「長釉善舞」 

の二作はいづれ免とりがたい。建畠大夢の「夜の深み」ネとて > い 

ふべき作ではなS。 

長谷川榮作の「春ょ永劫なれ」は作者の今後を思はしめる。 



第十回 大正五年 

產も終に其の第十年を迎へた。年々歲々、質に量に多少の進步雪 

を見せてはtもの、、今更考へて見—、かなりの心細—覺bぬで 
もない。V」はいi等はa本靈の將來に對して祀f抱くものでは液 

論ない。唯、文展VJ云ふもののために、生じて來るiの眞面目を缺い 
た傾向に對して、少なからす反感を持つ0 

H木画の部は槪して振はないご云ふのが妥當の評であらぅ。ーヶ月1 

に開かれた美術院の展覽會にかな.〇優秀のものがあつたために、特にも 

の感を深くせられるのかも知れない〇何ょりも驚くべきは、大作が多く 

なつたこ4ある。殊に百—出品中、屛風が其—一を占め 

てゐるのには、驚を繰り返へiられない譯には行かない。大作必すじも 

不可ではないV徒に醫G大を管て人の視聽を惹か，2」するものめ 

大正五年 . 



らば、その志を陋ビすべきである0 

渾厚醇熟、審査員の作中最も觅るる*へきものは、蓋し、川合玉堂の「行 

春」であらぅ。之は溪流に櫻の暌き殘れるのを描いたもので*水や櫻花 

の描寫はさすがビ思ふ點がある〇右方の巖壁のぎこちなく而も平板なの 

は极むべき•たが、全体に行春Sいふ因襲的な感じを主どした作で"其の 

感じを或る程度まで彩色にょつて表現した點を稱すべきであらぅ。山本 

春擧の「山二題」はあまり推稱しがたい。二作中、「たにむなし」の方 
が兮ぐれてはゐる*か，手法の大膽はあるけれrも、山の色は不快である。 

高島北海の「富士の裾野」は草花を描いたもので、依然V」じて標本画の 

域を脫しない。小室翠雲の「天空海潤」は大作ではある•か、佳作ではな 

い〇寺崎廣業のr淸麗」は唐美人を描いたものだ♦か、之は必すしも人物 

本位の画ではなく*唯、その美人の衣裝や表情や其の背景を以て、淸一腾 



VJいふ氣持の表現に努力したものでぁる。衣装には眼ざむる程鮮麗な傅 

彩VJ暢達せる手練VJがぁる。木島樱谷の「港頭の夕」はこの怍潘どして 

は、かなり行方のかはつたもので、孕板の難のないでもないが、いつも 

見るやうな色彩に不快の點のないのはょい〇菊池契/)の「花野」は色彩 

の淡麗温雅で稍單調な點はかつての「鐵1蜻蛉」に似てゐる。そして其 

の圖樣は第-i回院展の下衬觀山の「弱法師」に得る所がぁつたらしく見 

bる。未だ「弱法師」ほV」渾化の域に達しがたいが、塲中の佳作V」すべ 

きであらう〇 

員外の作*1:就いていへば、橋本關雪の「練丹」及び「寒山拾得」の二 

作には腕に任かせて相いたVJいふ跡が見^る〇そして一種厭ふべき匠氣 

がぁる。關雪のために取らない〇平井棋仙の「都三十景」はV」もかくも 

努力の作でぁる。併し、かうした作品はわけもなく一樣に並Vて見るベ 
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文展十年 七〇 

きものではない。この画は三回の院展の前田靑邨の「京八最」ビ比較す 
,へきものであらぅ*>、後潜の方がいづれもま£まりのある作であつた0 

尾竹竹波の「ゆたかなる國土」は陶II画的の淺薄なものである〇尾竹國 

觀の「文姫歸漢」は卑俗の画である。小野竹橋の「島二作」は佳作であ 

る。二作中では「早^」の方が1ぐれてゐる此の人は往年の南薰造V! 

共通なものを持つてゐるやぅである。榈谷洗鱗の「怫地憧憬の旅」はそ 

の努力の見るべきものがある。小山榮達の「北國さむらひ」は平板で中 

心のない繪である。池上秀畝の二作中では"「文姫辞胡」は繁褥の嫌が 
ある。「夕月」の方*か色の上に難があつても稍すぐれでゐる。田中賴璋 

の「山月四趣」中では^ビ冬VJ•か比較的勝れてゐる。土田麥燿の「三人 

の舞妓」は其の大膽なる表現が眼につく。 

池田輝方の「夕立」は右方がすぐれてゐるが、蕉園の「去年の今日」 



ど共に中心のない繪ではあるまいか。松岡映丘の「室ぎみ」は珍しく生 

趣のある画VJして推稱す•へきであらう。 

結城素明の「歌神」も記すべきもの。平福百穂の「田澤湖傳說」は院 

展の川端龍子のr靈泉」を思はしめる作♦たが、印象が薄弱である〇 

西洋画 

黑田淸輝の「茶休」は淸楚なる画てある〇滿谷國四郎ではその行き方 

の變化が{M1:つく。今後の傾向こそ見ものであらう(和田英作の「あけ 

♦かた」はM劣である。岡田三郞助の「ヨネ桃の林」は小品だけれでも、 

「水浴の前」ょりも勝れてゐる。中川八郞、山本淼之助*吉田博なざの 

繪はいつも殆V」同じやうなivjまつた感じのする画ではある•か、自然を 

見る眼がその表面にのみしか及んでゐない0 

南薰造の画は次第に推移しつつある。その「石橋」は"藤島武二の 
大正五年 七一 



r靜」ご共に見るべきものであらぅ。中澤弘光の作では5:nの神子」ょ 

りも「靑き光」の方♦かまVJまつてゐる〇太田喜二郞の諸作は槪して稱し 

がたい。それょりも小糸源太郎の「春」や「秋」が心を惹いた0 

大野隆徳の「高原に働く人」小寺健吉の「水郷初：農」杣木久太の「湖 

雲一帶」なV」は、VJbrbに佳い作である0 

三宅克己の水彩では「夏景色」にまVJまリが見^た。 

彫刻の部では"新海竹太郞の「甲種合格」は俗惡である0「龍樹」の方¬ 

がすぐれてゐる。 北村四海の二品では、 「水のほ £ リ」 がい、 〇朝倉文 

失の「加藤先生の像」は穩當な出來である。その外では、北村®望の「 

栗」長谷川榮作のr戶氏の像」國方林三の「春の夢IなV」が眼についたQ 
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第二间通賞品 

長沼守敬 

新海竹太郎 

大熊氏廣 

雨雪 诳京川端玉窣 

飼はれt:ろ猿i兎京都竹內栖鳳 

水墨山水 朿京山岡来華 

幽香楚々 東京益頭峻南 

宿鴉 京都菊池芳文 
雪中群猿 東京II月金鳳 

勝乎敗乎 京都木&趨谷 

八一 



文展十年 

月'0*げ 京都上村松園 

靑山白雲 東京小室翠雲 
轉連開悟 京都西山翠嶂 

諸神歡呼 京都都路華香 

勿來關 東京津端遨彥 

や又ひ 柬京榊原裔爾 

0 京都土田麥傜 

秋ばれ夕ざめ 京都阿部春峰 

出陣 柬京笳井寬方 
赀昏 京都川村曼舟 

寒林暮sgS田近竹邨 

西洋盡 

二等賞 

S 豪和田三造 

三等賞 

北國の冬 束京中川八郎 
曲浦 i山本森之助 

八二 

竹徑春淺 京都川北霞峯 

嗚瀧 東京田中賴璋 

お*いどし 東京島崎柳塢 

閑庭 京都上E萬秋 

秋郊 京都山田耕雪 

深遠 東京小阪芝田 

先き，はの朝霧 東京野村雪江 

秋山薄暮 京都德田隣齋 

驢馬1-夏草 京都村上華岳 

遠智門圖 東京尾形月三 

雨後の夕 束京吉田 

中條君の肖像 英國 

水のliとり 東京橋本邦 

助ド m 



等 

東東朿 
京京京 

荻山建 

原畸畠 

守朝大 

衞雲夢 

賞 
束 
京 

朝 

食 

文 

夫 

等 

賞 
東粜柬朿束 

—»* • a ■ «-■■« - M M足兄M 

三石岡跡大 

宅川 見 森 

克寅吉 % 
巳治枝泰子 

保岩*良 

治太 平 

少女の背m 

晚煙 

漁夫の娘 

蘭 

初冬 

彫 

二 
闇 

三 

閑靜 

大葉子 

文® 

第三同審査員 
委員SIKI田 

第一部 日本 

主任中澤 

大塚 

第三间審査員 

aの椽 東京高村眞夫 

雄鹿半島の一角 柬京中澤弘光 

ものおもひ 東京石橋和till 

藏 衆京九里四耶 

寒山子 東京米原雲海 

春秋一對 東京北村四海 

主事正木直彥 

松井直 

松本 

八三 

靖吉 



第 文 

展十年 

高嶺秀夫 
岡倉焭三 

今泉雄作 
寺崎廣業 

芳池芳文 
野口小蘋 

川合玉堂 
山元春擧 

小翊锅音 

野村文擧 
益頭崚南 

二部洋 畫 

主任松井直吉 

大塚保治 

藤岡作太郎 

黑田淸輝 
松岡 0 

岡田三郎助 

八四 

川端玉車 
瓶木寬畝 

藤岡作太耶 
下村觀山 

竹內栖a 

今尾景年 
橫山大觀 

松本楓湖 
高島北梅 

山岡米華 
望月金風 

中澤岩太 
森 林太郞 

塚本 靖 
岩村 透 

久米桂一耶 

和田英作 



中村不折 

滿谷國四郎 

笫三部 彫 刻 

主人塚本 靖 

中澤岩太 

高村光雪 

竹內久一 

白井保次郎 

新納忠之介 

審査員元審査員出品 

稼 東京川合玉堂 

高故の雲二 東京川合玉堂 
流燈 東京掻山大觀 

浅絳秋景山水 朿京山岡来華 
鹽原の奥秋冬 京都山元#擧 

山梁及時 東京益頭峻南 

第三间審査R出品 

小山正太ER 

鹿子木孟郞 

大塚保泊 

松井直吉 

石川光明 

長椹守敬 

新海竹太郎 

大熊氏廣 

高嶺の雲一 東京川合玉堂 

春景山水 東京川端玉窣 

あれ夕立1-京都竹內栖E 

鹽原の奧春S 京都山元春擧 

小楠公於四條哚赉戦東京松本楓湖 
族路 セS小堀柄音 

八五 



春華 寬曼櫻契賴翠 春 芳廣 

峯邨 方舟谷月璋雲 草 文業 

秋山雨後 東京寺崎 

繊月 京都菊0 

第H同優賞品 

日本遵 

二等賞 

落葉 東京菱田 

三等賞 

雪中山水 東京山室 

霞む春啃Sる秋 柬京田中 

悪者の童 京都菊fa 

和樂 京都木島 

山村暮靄 京都川村 

射戟 東京驼ヰ 

褒 狀 

群鴨圖 柬京鈴.木 

後苑 京都阿 

溪四題 束京寺崎廣 

油斷 mxt尾竹國観 

»狩 

細雨空漠 

宴の暇 

浦の夕 

牧童 

沒落 

■衆京尾 
京都田 

束京^ 

京都川 

京都疋 
京都平 

竹 

近 

原 

北 

田 

井 

竹 

蕉 
霞 

芳 

楳 

坡 

邨 
園 

峯 

沼 
仙 

曉靄 
牛小屋の夕 

東京田村滎湖 

京都高橋菱雨 

m 



三高跡中 吉中 人古野粟尾八山西 

宅村见川 m澤 見谷村野形田田山 

克眞 八 弘 勇藤雪觀月#敬翠 

巳夫泰郞 博光 市三扛鳳三華中嶂 

東朿在 
八 京京英 
七 

小橋石 

林本橋 

萬邦和 

吾助制 

柬 柬 
京 京 

山 保 
本 間 
森 
之 素 

助 尙 

衆柬來京京來 
京京京都部京 

M岛橋望高小 

木內本月瀨坂 

淸松關靑卷芝 

方南雪鳳曉田 

花)-L京都 

桃si 柬京 

三友 京都 
與市宗高11光胄 

放虎 東京 

春のRSの夕 東京 
花屋の庭 京都 

八百屋の13'ど 京都 

西洋« 

二等賞 
おも'〇出 來京 

千古の雪 東京 

三等賞 

瀬戶內梅 柬京 
砥石切 東京 

使阜揚の夜 東京 

湯ケ島 柬京 

第三同®賞品 

山雨欲來 

寂寥 

獅子 

失意 

施身聞偈 

0 
秋雨 

濁ら2水 

美人請® 

幕間 

波舟 



東衆 
京京 

藤米 

井原 

浩雲 

祐m 

八八 

束京山脇信德 

東京三上知治 

東京波邊ふみ 

朿京矢崎千代二 

來京中野營三 
東京石川寅治 

東京熊谷守一 

京都都鳥英喜 
衆京永地秀太 

策京荻原守衞 

文展十年 

0 狀 

深山の夕 東京 

山品 東京 

海女 東京 

元學習院 東京 

aaの山毛樺 東京 

vlfち',P東京 

八道雲 朿京 

熊野河口 柬京 

森柬京 

影 刻 

三等筏 

山、pら來t:男 東京 

•0狀 
滟心 柬京 

ゆく秋 東京 

雄a東京 

眞山孝治 

中村 彝 
岡 吉枝 

加藤靜兒 

河合新藏 

寺澤孝太耶 

長原孝太郞 

石井栢亭 

相田寅彥 

朝倉文夫 

國方天海 

建畠大夢 

北付西望 

f場の朝 

三輪 
白がすリ 

夕凉 

碓氷の初冬 

葡萄 

蠟燭 

山村 

靜物 

北條虎吉肯烺 

宇宙 

疲勞 



第E9同審査員 

主事正木直彥 

主任平山成信 

今泉雄作 

高島北海 

下村觀山 

菊地芳文 

谷口香！g 

川合玉堂 

中川忠順 

山元春擧 

益頭峻南 

望月金風 

松本亦太耶 

松井直.^ 

第四间審査員 

川端玉草 

苽木寬畝 

寺崎廣業 

小堀柄音 

竹內栖鳳 

今尾景年 

横山大觀 

野村文擧 

松木楓湖 

佐久間鐵闽 

荽田#草 

中澤岩太 

森 林太郎 

八九 



文展十年 

二 部 

主任松井直吉 

岩村 透 

岡田三耶助 

鹿子木孟郎 

中村不折 

山本森之助 

滿谷國四郞 
森 林太耶 

三 部 

主任中澤岩太 

石川光明 

新海竹太耶 

米原雲梅 

審査員元審査員出品 

忠孝双全 東京益頭峻南 

九〇 

M田淸輝 
松岡 壽 

和田英作 

吉田 博 

中.澤弘光 

小山正太耶 

松本亦太邵 

高村光雲 

白井保次郎 

大熊氏廣 

山崎朝雲 

四季山水 粜京佐久間鐵阈 



衆束茨）li谢苋京柬東 
京京城京京京都京京 

川橫下寺高寺菊松川 

合山村崎島崎他本端 

玉大觀廣北廣芳楓玉 

堂觀山業梅業文湖苹 

Jti京吉田 博 

311京山本森之助 

來京岡田11!郎助 

東京和田英作 

東京滿谷窗四0 
>}i京和E英作 

九一 

四季花季 

月下水禽11! 

威®秋JX 

高千植 

寂寥 

甚城の夕 

雄111 

蒙三友 

若竹 

黑さ描 

宵m 

ia泉 

雲界 

五月雨 

纪州勝油 

鸵苑斜陽 

京都 

涼者 

*京 

光京 

京都 

菜京 

東京 

東京 

京都 

東京 

東京 

東京 

鬼京 

j{i京 

京都 

東京 

谷口香嶠 

今尾景年 

益頭峻南 

川端玉萆 

山元#擧 

寺崎廣業 

小堀Is音 

瓶木十畝 

菊池芳文 

菱田春草 

和田英作 

中澤弘光 

吉田 博 

山本森之助 

鹿子木孟郎 

黑田淸輝 

^景山水 

役小角渡唐til 

孔雀 

夏の一日 

蜀道七盤闕.1.景 

長江の朝 

遛障圖 

楚水の卷 

炊：煙 

溪流 

aと松 

くもリ 

まともの^でMX 

二階 

薔薇 

第四间審査員出品 



文展十年 

半諸迦尊者 東京中村不折 

林泉 京都鹿子木孟郞 

まひる 東京中渾弘光 

いはや 東京山本森之助 

默 柬京新梅竹太郎 

他丹 東京米原雲梅 

竹取翁 東京来原雲海 

逢磨 東京山崎朝雲 

第四同優賞品 

日本盡 

二等賞 
供燈 京都菊池契月 

三等賞 

女歌舞伎 東京鏑木淸方 

上苑賞秋 京都上村松圈 

九二 

ひなれ 斑京岡田三耶助 

劍ヶ峰iリ 來京吉田 博 

山中湖畔 東京滿谷國四郎 

雨前の山中湖 東京滿谷國四耶 

柬奥の乙女 束京山崎朝雲 
和氏璧 §米原雲海 

斥候 來京新海竹±郎 

きんの棒 東京新海竹太耶 

おとづれ 粜京尾竹竹坆 

Vらくり 京都木島®谷 

少將伊衡 東京高楙廣湖 



京東茨 
都京城 

川小木 

村室村 

受翠武 

舟雲山 

東京；一原蒲園 1王 
初冬 束京池上秀畝 山i 

大佛炎上 京都平井楳仙 劣 

褒 狀 

逢坂山0逕 京都上田萬秋 _ 

秋山曉露 京都田近竹邨 姿の關守 

5;山浴雨 東京松林桂月 朝霧寒林 

海t山 東京島內松南 車爭ひ 

深林 東京小阪芝田 琵琶行 
園の花 京都111宅吳曉 秋の® 

波船 東京村岡應東 癸祭 

入扛の朝 京都德田隣齋 寂雨 

松林高士 京都池田桂仙 大宮人 

四季の花 朿京中倉玉翠 なが合H 

fcひるのど 京都有井祥雲 

西洋蜜 

二等賞 

第四间滠賞品 

京都庄田鶴友 

柬京島崎柳培 

柬京田中賴璋 

東京琬井宽方 

衆京橋本關雪 

衆京平田松堂 

東京尾形月三 

京都服部春陽 

東京山村耕花 

京都榊原紫峯 

九三 



文展^ 

巖壁 

三等 

韻書の後 

杣 
坐せる女 

茶屋 
ネ.の吾もの 

湖畔 

褒 

窓邊0宵m 

,pげの人 

牧夫 

靜物 

神の森 

燈下 

0 
飼はれ-f:s山羊 

■年 

東京 

賞 

東京 

東京 

柬京 

東京 

東京 

東京 
厌 

東京 

京都 

東京 

東京 

東京 

東京 

神奈川 

東京 

中川八郎 

山下新太郎 

小杉未醒 

南 薰造 

八條繭吉 

波邊與平 

眞山孝袷 

田邊 至 

寺松國太郎 
田中 良 

仙波均平 

吉田ふじ4- 

$目七策 

大橋正堯 

辻 永 

九四 

九十九里■ 來京靑山熊治 
海邊の村 束京中村 0 

ゴ4\ク場 東京平岡榴八郎 

老人 東京九里四郞 

奈良 東京矢崎千代治 

灯 

張り物 

白薇薔 
靜け旮9'ふべ 

黄菊白缋 

朱胴 

牧場 

風伯 

東京薄 拙太郞 

東京坂本繁二郎 

東京鈴木銓吉 

東京相田寅彥 

東京片多德耶 

東京柳' 敬助 

東京他m永治 
朿京長原孝太耶 



等 等 

宅奧1 東 
京京京 京 

m n 
京 京 

献作信 彥 夢伸祐 衞 夫 辱 

白粉の女 

彫 

茲守 

女 

髮洗 
湯あがり 

埃 

二 

三 

褒 

第五同審査員 

主事 

第一部 日 

主任 

第五冋畨奄貝 

長谷川 

朝倉文 

荻原守 

藤井浩 
內藤 

建畠大 

正木直 

本畫 

平山成 

今泉雄 

J£木H 

若松 東京水野以文 

化粧 
ボンヤ0 •し?:馬 

東京石川11饴 

東京池田mA 

川端玉草 

松本亦太耶 

萵島北梅 

九五 



九 

中鹿岡松黑正 山望益中川谷菊下 

村岡田木 岡月頭川合口池村 
水三 
不淸直 米金峻忠玉香芳觀 

折耶助癱輝彥 華凰南贿堂嶠文山 

文■展十年 

寺崎廣業 

小觀柄音 

竹內栖鳳 
今尾景年 

橫山大觀 

山元春擧 

佐久間鐵圆 

荽田春草 

紀 叔雄 

第二部 西洋 畫 

主任森 林太115 

松本亦太郎 

岩村 透 

久米桂一耶 

和田英作 

吉田 博 



中澤弘光 

小山正太郎 

中川八耶 

第三部 彫 刻 

主任塚本 靖 

石川光明 

白井保次耶 

大熊氏廣 

山崎朝雲 

審査員元審査員出品 

細雨 東京川合玉堂 

雨 京都竹內栖鳳 

羅浮 京都谷口香嶠 
雨後UI水 東京川端玉幸 

墨牡丹 東京益頭峻南 

第五间窖査員出品 

山本森之助 

滿谷國四耶 

古Iril村光雲 

竹內久一 

新梅竹太耶 

米原雲海 

水墨山水 東京山岡米華 
子雀 京都楽池芳文 

遮邪迎福M 東京佐久間鐵圓 

山路 東京橫山大觀 

支那風景 東京寺畸廣業 

九七 



文展. 

.朝： 

雉の雨 

草花 

百日紅 

.インスtrレ—シ 

奈良の晚# 

造船揚 

庚燒く烟 

蛾のliとり 

芥屋大門 

真草 

高橋博士肖像 

戧槌 

一致 

壤 

觀音 

年 

束京 

東京 

東京 

東京 

ン京都 

束京 

朿京 

柬京 

東京 

束京 

東京 

東京 

東京 

束京 

東京 

si京 

吉田 博 

滿谷國四郞 

和田英作 

黑田淸輝 

鹿子木孟耶 

中澤弘光 

中川八耶 

山本森之肋 

中澤弘光 

吉m 博 

M田淸輝 

黑E淸輝 

新海竹太郞 

新梅竹太耶 

山崎朝雲 

米原雲海 

高原の花 

春の山 

飯鳥博士の宵像 

殘雪 

小金井博士肖像 

浴#1-て 

7Kブヲ 

盤りn 

白い色 

暖爐の前 

跋陀羅尊者 

舞子の濱 

一休和尙 

林和靖 

天樂 

專念 

九八 

東京中 

東京山 

東京滿 

東京山 

東京和 

東京岡 

m京中 

東京和 

東京滿 

柬京中 

诳京中 

京都鹿 

東京新 

東京山 

東京米 

i京米 

川八郞 

本森之助 
谷國四耶 

本森之助 

田英作 

田三郎助 

川八郞 

田英作 

谷國四郎 

澤弘光 

村不折 

子木孟耶 

梅竹太郞 

崎朝雲 

原雲海 

原雲海 



漥 束京山崎朝雲 

第S同優賞品 

日本$ 

二等賞 

若菜の山 京都木島®谷 

三等賞 

R光山の四季 東京山內多門 

人眞似 東京尾竹國觀 

秋山晚啃 柬京松林桂月 

花ぐもり311京W原紫峯 

0 狀 

溪山讀 東京小坂芝田 

谷間 東京池上秀畝 
まさばの夕 京都西村五雲 

'二月の頃 京都村上華岳 
髮 京都土田麥佬 

第五间極賞品 

千仞の憨 柬京白井保次耶 

水1?*:京尾竹竹坡 

春景秋景山水 東京小室犁雲 

日照雨 大阪北野恒富 

松の月 京都都路華香 

竹取 東京前田靑邨 

3たげの裝 東京律端道彥 
竹林の馘法 東京茈井寬方 

佛敎束じ來る 大阪野山九浦 

沐み 京都大付廣陽 

九九 



文展十年 

0 東京池田蕪阖 

伊勢物語 來京島內松阑 
朝顔と驛路の女 東京鏑木淸方 

萬竿煙雨 京都山田介堂 
髅花鈴 ®京今村紫紅 

噴火口 京都川北霞峯 
，孤村の夕 東京山田敬中 

蛇皮線 京都松村梅叟 
爽竹桃 京都廣扛霞舟 

重衡 東京伊東*r雲 
兵燹 粜京小山榮達 

上加茂 京都高橋春Ri 
西徉逭 

二等賞 

永鄕 m京山杉未赌 
.九燒1 東京南 蒸 造 

三等賞 

一〇〇 

漁歌 京都111下竹齋 

山雲吞吐 京都田近竹邨 

あ、pつち山 京都平井楳仙 

厩 京都鹿mwis 

耶馬溪の朝 京都庄田鹋友 

高野山の* 京都川村曼舟 

片岡山のほとり 朿京橋本關雪 
囀 粜京結城素明 

菩提達磨 柬京吉川 準 

南泉si京越塚友邦 

一休 束京橋本正素 

新承恩澤 東京须佐天齋 

金佛 柬京靑山熊治 



也 M 
京 京 京 京 

石 新 北 平 朝 

井 田 村 櫛 倉 
藤 

鶴 太 四 田 文 

二 郞 禅 仲 夫 

土人の顔(二) 

維摩一默 

女郎花 

かんな 

瓶川嶽 

女 电京中村 

サン、ミyHル橋畔在佛國石井栢亭 

初秋)}i京三上知袷 

果物 柬京松付 獎 

想際 東京山下新太郞 

海岸 束京坂本繁二郎 

.褒 狀 

或人の地 東京片多德郎 

哉縫 東京白！i幾之助 

午後三時 大阪赤松麟作 
彫 刻 

三等賞 

ながれ 東京建岛大夢 
鏡の前 東京藤井浩S& 

0 狀 
ぅさぎ馬 東京池田勇八 

壯者 東京北付西3 

もだえ 東京國方天海 

哀愁 東京堀 進二 

第六同審査員 

第六间審查員 

彝 



西 日文 

展十年 

本盡 

主任武井守正 

入江爲守 

今泉雄作 
今尾景年 

川合玉堂 

橫山大觀 

谷森»男 

高島北梅 

小堀M音 

竹內栖鳳 

塚本 靖 

中川忠順 

山岡米華 
洋 遨 

主任森 林太耶 

岩村 透 

〇二 

山本梅莊 

山元眷擧 

松本亦太耶 

益頭峻南 

寺畸廣業 

驼木寬畝 

佐久間鐵園 
祀 迆雄 

菊地芳文 

下村觀山 

平山成信 

望用金鳳 

岡田三郞助 

和田英作 



鹿子木孟郞 

吉田 博 

中澤弘光 

中川八耶 

中村不折 

鼠 ま 

竹內久一 

長沼守敬 

山崎朝雲 

白井雨山 

新海竹太郎 

審査員元審員出品 

園の秋 東京驼木十畝 

夏景山水 愛知山本梅莊 

茂松淸泉_ m京佐久間鐵園 

讀 來京高島北海 

第六间審査員出品 

久米桂一耶 

黑田淸輝 

山本森之助 
松岡 0 

小山正太郎 

高村光雲 

大熊氏廣 

石川光明 

米原雲樺 

葡萄 東京诜木十畝 

支雲匝地 柬京益頭峻南 

ダリヤ 1高鳥北樺 

水墨戛景山水 柬京山岡来_ 

一〇三 



文展十年 

松上烏燧圖 東京望月金鳳 

耀輔圖 京都今尾®年 
灕湘A-景 東京橫山大觀 

鹋柬の妓 京都鹿子木孟郎 

若王寺の瀧 京都鹿子木孟耶 

木苺 東京黑田淸輝 

飛騨の深山 東京吉田 博 

奔湍 東京吉田 博 

巨人の跡 萊京中村不折 

波の？ 東京山本綵之助 

岸の丘 東京中澤弘光 
鼓 東京中渾弘光 

Sの朝m京中川八耶 

石黑男爵の肯懐 東京和田英作 

左丘明 東京新海竹太耶 

戦捷記念日 東京新梅竹太耶 

便なき身 東京白井雨山 

一〇四 

1 京都山元春擧 
潮 1川合玉堂 

瀦湘八景 東京寺崎廣業 

某未亡人肯像 京都鹿子木孟耶 

習作 東京M田淸輝 

偶成 東京岡田三郎助 

寢覺の床 來京吉田 博 
道 東京中村不折 

迦諾迦伐踐尊者 東京中村不折 
砂濱 東京山本森之助 

乳の祈願 東京中澤弘光 

磯打-〇波 東京中川八郞 

松上の日の出 東京中川八耶 

某夫人の肖像 東京和田英作 

採女の熟睡 柬京新海竹太耶 
虛心 S米原雲海 

供養の乳 m京山崎朝雲 



山そだち 柬京山崎朝雲 竹生鳥 東京山崎朝 

第六同優賞品 

H本盡 第一科 

二等賞 
論 東京小坂S田 $ 來京律端道 

三等賞 
梢の秋 柬京池上秀畝 

寒汀 東京松林桂月 

四時佳興 東京小室翠雲 

藤房卿の草子 柬京高取稚成 

0 狀 
赤壁夜遊圃 東京井村貫一 

層巒稜雪 京都秦 金石 

廬鶴之圇 東京近藤樵仙 

竹溪細雨圖 京都池田桂仙 

稻の浪 惠JR芝 景川 

第六间優賞品 

寒 

水郭の春 束京田中賴璋 

I山主祭 柬京尾形月耕 

莨景山水冬景山水東京佐竹永陵 

群鹿 東京望月靑楓 

志摩大王崎 束京田南岳璋 
深遠 京都田近竹邨 

尙齒會 愛知森村S稻 

宴 東京璣田長秋 

一〇五 

雲 



臾觐圃雲舟山 雲峰邨 彥 棠 

文展十年 

溪山滴翠 大阪水田竹圃 

松下煎茗 東京橋本關雪 

第二科 

二等賞 
寒月 京都木島櫻谷 

近江八景 東京今村紫魟 

三等賞 

茄子 京都楽池契月 
郡上十二景 東京山內多門 

浦づ-?:ひ 京都平井楳仙 

0 狀 
木々の秋 東京平田松堂 

島の女 京都土田麥傷 

2■ふT:る馬 東京結域素明 
r-わt)'*め 東京尾竹竹坡 

白映 東京石井天風 

暨兆 京都都路華香 

一〇六 

船過孟浪梯圖 京都，5海f; 

夢殿 轰安田M 

御奥振 神奈川前田靑 

靑田 京都西山翠 
釣R和 京都小村大 

天女の卷 束京飛田周 

白い雨 京都廣江霞 

挑戰 東京伊東紅 

ひともしごろ 東京池田蕪 

勝鬨 東京尾竹國 
漉 京都松村梅 



架の秋 東京村上風湖 

くさむら 京都山下馬山 

0 京都原田西湖 

槇牲 漱京北上崚山 

鵜船 京都富田溪仙 

秋林 來京保間素堂 

幽砌起雲圆 京都庄田鶴友 

aの雨 京都藤井雪田 

t)*すみ網 京都加藤英舟 

西洋盡 

二等賞 
一i;.の秋 朿京小杉未醒 

三等賞 

化粧 I佐藤哲三耶 

女四人 京都池田治三耶 

0 狀 

落葉4-拾ふ小兒等柬京大野降德 

第六同優賞品 

都の人 炎京池田輝 

御室躑躅 京都阿部春 

後醋醐帝 東京橋本關 
極樂の井 柬京小林古 

水牛 京都大村廣 
宗右衞門町の夕 大阪島 成 

批杷 京都柳原苔 
鴨 裘三枝素 

ゆきぞら 京都佐藤一 

六月の日 來京南 谤 

無花果畑 柬京辻 

荷蘭の子供 柬京石井栢 

10七 

亭 永 造 星光山園陽徑雪峯方 



小 松 山 塚 高 m 今 武 建 朝 加 田 

巍 本 m 本 島 山 泉井 島 倉 藤 邊 
亦 

m 太 米 北 大 雄 守 大 文 靜 

音 BS 華 靖 海 觀 作 正 夢 夫 兒 至 

東 東 尨 —* 

京 京 都 〇 

寺 
八 

益 山 中 竹 谷 川 入 藤 香 安 

崎 頭 元 川 內 森 合 江 井 田 宅 

廣 峻 # 忠 栖 眞 玉 爲 浩 曝 
女 
五 

業 南 擧 順 鳳 男 堂 守 祐 太 耶 

文展十年 

甲良ほし 京都 

屋後 愛知 
彫 刻 

三等賞 
「若吾日」の釤 東京 

nむリ 東京 

第七同審査員 

日本 蜜 

主任 

花園Liて 

鳳仙花 

潭 



長米高 

沼原村 

守雲光 

敬海雲 

览木H畝 
木島楔谷 

菊地芳文 

平山成信 

森-^ 

森林太耶 

岡田三耶助 

鹿子木孟郎 

中川八郞 

中澤弘光 

黑田淸輝 

小山正太郎 

m# 薄 

主任 

彫刻 

主任 

第七囘審査員 

佐久間燉園 
紀 淑si 

下村觀山 

望月金鳳 

岩村 

和m英 
吉田 

中村不 

久米桂一 

松岡 

大熊氏廣 

竹內久一 

山崎朝雲 

一〇九 

壽郎折博作透 



文展十年 

白井雨山 

審查員元審査員出品 

棕櫚とi I诳木十畝 

溪山捕魚寒山歸樵東京佐久間鐵園 
梅雨早秋 柬京高島北梅 

千紫萬紅 柬京寺崎廣業 
錐木山 1川合玉堂 

松並木 東京橫山大觀 

聽雨 1山本森之助 

女の顔 衆京岡田三耶助 
神農 裘中村不折 

初秋の朝 東京吉田 博 

.酒田港 東京吉田 博 

おだ',p、p尨朝 東京中川八耶 

梅苔とる姐 朿京中澤弘光 
足立軍籰 s m田淸輝 

二〇 

新海竹太郎 

萬壑松澝 東京山岡米華 

洞庭雪後 東京益頭峻南 

春S秋そ 京都山元替擧 

夕月夜 東京川合玉堂 

■の春 京都木島樓谷 

繪1:なろ最初 京都竹內栖■鳳 

江つ?:ひ m京山本森之助 

凝視 東京岡田三耶助 

老孔二塵之1 東京中村不折 

漁村の西日 柬京吉田 博 

夕風 東京中川八耶 
夕立前 東京中川八郞 

水1:近く 東京中澤弘光 

菊花 東京黑田淸輝 



の競馬 京都鹿子木孟郎 

沙金 I米原雲海 

滿足 來京新梅竹太耶 
觀音 來京山崎朝雲 

面 東京白井保次耶 

鎗七同優賞品 

日本畫 第一科 

二等賞 
幽邃 S小坂芝田 

三等賞 

松林仙閣 東京松林桂月 

I魚水 東京高取稚成 

眞似 柬京津端道彥 
褒 狀 

乍雨乍啃 京都田邊竹邨 
镇翠塔影 京都山田介堂 

第七同優賞品 

吉祥寺觀牡丹 東京米原雲梅 

價千金 東京新海竹太耶 

嗚呼老矣 東京新海竹太郎 

兩悠々 東京山崎朝雲 

寒林幽店 東京小室箄雲 

木曾山中殘雪 柬京田中賴璋 

四時淸娛 京都池田桂仙 
猿 東京S月靑® 

靑山綠水 東京佐竹永陵 
畿匈八景 朿京田南岳璋 



村澤畑 舍智田村村 城泡 野上村 

五弦秋 春勝勝靑松 素契 橋秀豪 

雲月瀋 輝觀琴歸阈 明月 村欹湖 

文展十年 

M山M響 東京田 

五月餺 8他 
湖山淸_ 大阪力 

第二科 

二等賞 

鐵漿蜻蛉 京都菊 
相思樹下把金糸圖東京結 

三等賞 

0 京都上 
餹の秋 東京0 

林の中'!3'ら 東京勝 

雨の後 東東大 

楔雲 京都玉 
褒 狀 

柿 京都田 

.热果JK京矢 

秋興 京都西 

管絃 

水4 

一二一 
柬京大坪正義 

柬京璣田長秋 

遇日 

霜月頃 

兵庫橋本關雪 

東京竪山南風 

銀杏 

驟雨 

放ち飼 

# 

京都山田耕雲 

京都山下竹齋 
京都小林大雲 

京都a野空外 

京都山內信一 

大衆勢 诳京小山滎達 

炭燒き 京都八田高容 

六月の谷 東京村上鳳湖 



志摩の波切村 京都小林霞村 
祭リの-*そ-IIひ 大阪島 成 園 

篝 柬京岐邊萊渚 

唐も/)こし 京都爍 文 峰 

溫室圖 京都靑山好孝 
1)*石きつ'0*れ 東京鏑木淸力 

白粉の花 京都松村梅叟 

西洋盡 

二等賞 
滯船 柬京石井栢亭 

港の午後 東京石川寅治 

三等賞 

っつつ 東京藤島武二 
，チスtシチン 柬京五昧淸吉 

ヵタフHの女 束京太田三耶 

櫛 京都寺松國太耶 

褒 狀 

第七间滠賞品 

夕榮 京都楙原紫峰 
天草四耶 大阪野田九浦 

朝i夕 束京县野草風 

萩 京都中律川凉風 

住吉詣 東京松岡映丘 

S雨 東京濱谷白雨 
祈ijs«SK西®洲 

春さき 東京南 薰造 

草刈 東京矢畸千代- 
ポプラ—ts蜜柑京都河合新藏 

Lliリ 東京永地秀太 



高今 

鳥尾 

北景 

梅年 

二四 

大阪、廣瀨勝平 

東京田邊 M 

東京安宅安五耶 

東京石川確治 
東京畑 正吉 

東京內藤 伸 

文展十年 

殘雪 東京長原孝太耶 志摩の端 

お吾な 大阪赤松麟作 fa 

夕映の流 東京齋藤1!作 綠の蔭 

彫 刻 

二等賞 

含羞 東京朝倉文夫 

三等賞 

坑內0女 東京藤井浩祐 
褒 狀 

神山詣り 東京池田異八 木蓮 

空想1.耽リ居JS女東京北村四海 某人0肖像 

寂靜 東京吉田白嶺 牛刀 

0八同審査員 

日 本■* 

主任武井守正 

川合玉堂 



竹內栖風 

山元春擧 

小室翠雲 

佐久間釵園 

平山成信 

H 洋盥 
主任森 林太郞 

和田英作 

中村不折 
松岡 0 

滿谷國四耶 

刻 

主任高村光雲 

山崎朝雲 

新梅竹太耶 

山本梅莊 

小堀粞音 

寺崎廣绻 

菊地芳文 
森 琴石 

岡田三耶助 

中川八耶 

黑田淸輝 

藤島武二 

米原雲梅 

白井雨山 

審査員元審査員出品 

第八间審査員出品 五 



文展十年 

购ヶ嶽 轰川合玉堂 
夕立前 東京川合玉堂 

水墨松林山水 愛知山本梅莊 
逍遙 東京小室翠雲 

高山淸秋 東京寺崎廣業 

小雨ふS吉野 京都菊池芳文 

赤い燐寸 東京和田英作 

水0流れ 京都鹿子木孟郎 

ぼら 東京吉田 博 

杳花の村 東京中川八郎 

日本ァかプス 東京中川八郎 
女瀧 東京中澤弘光 

尨がれ 東京中澤弘光 

其日のはて 東京黑田淸輝 

岩山 京都滿谷國四郞 

旅人 東京米原雲梅 
罾川景樹肖懷 東京白井雨山 

二六 

晚渡 東京川合玉堂 

魚介 東京高島北海 
楠正行救敵兵II東京小撋铟音 

凉意 京都木島®谷 

雨後 東京范木十畝 

黄昏 東京和田英作 

逍遙 京都鹿子木孟耶 

# 東京吉田 博 

牛車 東京吉E 博 

最上川 東東中川八耶 

卞和璞か抱て泣く東京中村不折 

灯 東京中澤弘光 
tるる日影 東京黑田淸輝 

淸潭 東京山本森之助 

砂丘の裏 京都滿谷國四耶 

孀歌 東京山崎朝雲 

すずし 東京白井雨山 



京東京 
都京者 

橋鏑上 

本木村 

關淸松 

雪方園 

京都平井楳仙 

京都他田桂仙 

•M京平福百稼 

京都川北霞峯 

束京池田輝方 
東京平田松堂 

東京池田蕪® 

二七 

東京新梅竹太耶 全力>ii京新海竹太耶 勤勉 

第八同優賞品 

日本盡 

二等賞 

ゆふべ 京都菊地契月 舞じ?:く 

比叙山三題 京都川村曼舟 隅田川舟遊 

閑雲野鹤 京都都路華香 i 
三等賞 

簡是劉家黑牡丹 東京結城素明 遼河のa 
秋聲 來京松林桂月 山高水遠 

採桑 京都西山m峰 七面烏 
憩ひ 京都山村大雲 溪間の钬 

蓋簪 東京田中賴璋 兩國 

琉球の花 艏岡水上泰生 小鳥の聲 
褒 狀 

春雲秋拽 京都田邊竹邨 中幕のfeと 
第八同®賞品 



啃潭 東京池上秀畝 

暮れ行く秋 京都庄田鶴友 

散華 京都土田麥儅 

琉球所見 大阪岡田雪窓 

挝蘭女史JR京島崎柳堝 

雨後 大阪矢野橋村 

廣間へ. 東京河崎翮香 

清溪漁隱 京都山田介堂 

唐美人 鬼京山田敬中 

雲林淸深 大阪水田竹圃 

遮那王 東京®形月三 

ぅt:れね 京都西 櫻 洲 

幼などち 東京椠原玉葉 

西洋盡 

二等m 

野村氏の像 東京白瀧幾之助 

矢頃 東京小山榮達 
筧 京都石崎光瑤 

初Sの日 東京岡島徹耶 

盡室の花 京都松村梅叟 

秋sg京都秦 金石 
鴻 京都山田耕雲 

樵 京都林文塘 
靑衆風 京都五舍#輝 

鴨川の春 兵庫高倉觀崖 

梅如楊貴如 大阪野田九浦 

山路の秋 京都山下竹齋 

昔噺 東京河合英忠 

立話し 京都黑田芳沼 

f路 京都太田喜二 

耶 



男明 ？每郎 

東京小倉右一 

束京北村四 

東京吉岡芳 

東京渡邊長 

二.九 

衆京長原孝太耶 

東京小糸源太郎 

東京片多德耶 

東京小寺健吉 

柬京山脇信德 

少女 來京 

初秋 東京 

0 狀 

お茶とき 東京 

港 $ 

養鷀家 東京 

銅 i 

m倉 東京 
彫 刻 

二等賞 

いづみ 束京 

三等賞 

トロ：まつ坑夫 東京 

のぞき 東京 
褒 狀 

光1:浴t£る女 東京 

犧牲者 柬京 

第八间優賞品 

中村 

辻 

弊 

永 

安田 稔 

吉村芳松 

高間純七 
田中 白 

尊宮一念 

朝倉文夫 

藤井浩祐 

建i.大夢 

堀 進二 

戶锒孔雀 

殘雪 

暴リ日 

S山急雨 

淺草の眞蜜 

午後の海 

所感 

水の耩 

feらiり 

同盟馈H 



秣 

文展十年 

東京他田異八 

第九同審査員 

二〇 

本 

西洋 

盡 

主任 武井守正 

川合玉堂 

內栖鳳 

元春擧 

室翠雲 

木十畝 
山成信 

413 

主任 森 

和 

林太耶 
田英作 

中村八耶 

黑田淸輝 

滿谷國四耶 

今泉雄作 

高島北海 

山本梅莊 

小挪辆音 

寺畸廣業 

菊地芳文 

岡田三S!?助 

中村不折 

藤島武二 



白米 

井原 

雨雲 

山m 

駒ヶ獄秋粧 東京小室翠雲 

ぅまや 京都木島®谷 

信漶の山路 東京寺崎廣業 

鶴媳 京都菊池芳文 

川邊 柬京岡田三郞助 
佐用姬 東京和田英作 

札幌郊外 京都鹿子木孟耶 

楝高山 東京吉田 博 
初秋 裘吉田 0 

高山のs三題 束京中川八BI5 

補衲 東京中村不折 

ニニ 

彫 刻 
主任高村光雲 

山崎朝雲 

新海竹太耶 

審査員元審査員出品 

峭壁摩天斷層夾波柬京高海北梅 

5景山水-#:京小室翠雲 

夜讓者 I寺島廣業 
四季花烏 m京鸵木十：g 

黑き帶 東京岡田三耶助 

五十島の雪 東京岡田三郎® 

f けるJfi京鹿子木孟郎 
札幌郊外 京都鹿子木孟耶 

奔流 艰京吉田If 

高山のs三題 粜京中川八郎 
高山の夏三M東®.中川八0 

第九同審査員 



京東衆 
都京京 

上田菊 

村中池 

松賴契 

閫璋月 

二三 

衆京中澤弘光 

東京中澤弘光 

東京山本森之助 

柬京藤島武二 

東京滿谷國四郎 

東京滿谷國四郞 

東京米原雲梅 

«京山崎朝雲 

東京新海竹太耶 

束京新海竹太15 

文展 

S 
ゆく春 

跡見刀自 

凍れS小川 

句ひ 

島 

曠野 

みな's'み 

踏研 

新兵 

十年 

來京 

束京 

萊京 

東京 

粜京 

中村不折 

中澤弘光 

M田淸輝 

山木森之助 

藤島武二 

東京滿谷國四郞 

m京米原雲海 

東京山崎朝雲 

東京山崎朝雲 

柬京新梅竹太郞 

第九同優賞品 

日本畫 

二等賞 

晴れ行く村雨 東京鏑木淸方 

連峯映雪 京都川村曼舟 
秋fit東京池上秀畝 

三つの思ひ 

夏の人 

鰹船 

空 

魚市場 

行水 

松風 

搜物 

釋迦八相 

县細 

浦島 

四季の山 

花がたみ 



夢珞麥春水松船立 
夏後棺墨間出山 
初寒生山の 
冬柯芽水春 
圖Ifii获 

一斑大 東東京來東東京東福京 京 
二京阪 京京都京京京都京岡都 都 

三北 河山池佐平伊川池水土 平 

井野 合內田竹田藤北田上田 井 

萬恆 英多桂永松紅霞蕪泰麥 棋 

里富 忠門仙陵堂雲峰圓生燿 

真 

大原女 

樺太の夏 

V'へり路 

0.V 
毒薬の壷 

木挽町の今昔 束京池田輝方 

遛 京都橋本關雪 

三等賞 

血路 柬京尾竹！！觀 

來へ 京都小村大雲 
豪華 束京尾上竹坡 

霜月十五日 東京河崎il苷 

佐の江 東京磯田長秋 

御堂關白 朿京松岡映丘 

農夫 京都西山翠崎 

製作の前 東京伊藤小波 

光風霽月圖 京都上田萬秋 

四家文射 束京高取稚成 

太華山實景 大阪水田竹圃 

0 狀 

13哺之陣 束京小山榮達 

三大門 朿京W田曲扛 

第九同優賞品 

仙 



京東大菜東東大柬京東京大東京京京$年 
都京阪京京京阪京都京都阪京都都都眾 

小南島伊戶織金棚玉今德野五松橋—山 

秣保 藤室田蘇田舍中田田島付本瀬田 
御 

眷秋 響臨觀觀嘵眷素隣九耕梅虹孤敬 

樵挪風浦泉潮陽山輝友齋浦畝臾釤整中 

文展十 

白馬銀鞍 

落雷 
m午 

祭の日 

深山の秋 

發願 

稲荷山の新秋 

深山のE 

豐樂 

寫經の圖 

つどひ 

水苑 

出湯の宿 

山家の秋 

村のわらべ 
みどりの雨 

朝 

星合ひのそら 

初.S. 

稽古のひま 

信樂の鄕 

燒酒と南草 

葡萄 

箪食壺漿迎王師 

華嚴 

朝露 

文祿の威風 

幽溪稜犁 

雲邊淨刹 

1)'の子屋の® 

重衡 

镖樂の# 

閑汀il 

一二四 

東京飛 

京都大 

大阪島 

京都井 

柬京三 

凉都山 

東京島 

京都山 

東京平 

京都岩 

東京福 

大阪矢 

東京益 

東京搲 

京都黑 
京都庄 

田周山 

村廣陽 
成 園 

口華秋 

浦廣徉 

田耕雲 

崎柳塢 

元春汀 

福百穗 

田秀耕 

田浩槲 

野橋村 

田玉城 

戶觀梅 

田芳沼 

田鶴友 



一 東東東東東 
二. 京京京京京 
五 

多柳片小熊 

4澤多寺岡 

_正德健美 

雄直耶吉彥 

東東東 東東 
京京京 京京 

田牧森 三南 

邊野胳 宅 

虎 克繁 

巳遣 

西洋ffi 

一一等賞 
晚春 S 

薪 京都 

宵像 東京 

三等賞 

麥はt:き 東京 
入江 東京 

機菜摘 東京 

落葉 東京 

褒 狀 

#深し 東京 

眞菰のもと 東京 

田舍道 豪 

雨のあと 東京 

近郊-s'ら 束京 
彫 刻 

第九囘@赏品 

县原孝太耶 

太田喜三耶 

中村 彝 

大野隆德 

柚木久太 

小林萬吾 

辻 永 

山下 均 

高間惣七 

相馬其一 

小糸源太耶 

池田、水治 

葡萄棚 

冬の小川 

鏡の前 

紅葉の下湯 

雲の影 

母と子の宵像 

水の邊り 

伐木の圖 
背戶の初秋 

海岸の山 

虽雄忠 



狀賞 當 
東東東東 東東東 東~ 
京京京京 京京京 京 

後國滥石 ：!匕長北 北 

藤方田川村谷村村 
川 

林異碹正@四西 

良三八治信作梅里 

邦浩進 

世祐二 

文 

展 

十 

¥ 

主 
事 

菊竹 正 

■池內 木 

芳栖 直 

文凰 彥 

二等 

怒濤 

三等 

ィゲ 

春i永劫t£れ 

髮 

褒 

はなちる立n 

みづV13'ひ 

わ'?J:^合 

朝霞開宿霧 

東京® 

東京藤井 

東京川上 

一二六 

東京建畠大夢 

東京山倉右一郎 

第十同審査員 

委員長武井守正 

日本 盡 

平山成信 

山本春擧 

夜の深み 

行人 

若香女の胸像 

早朝の禮萍 

戀 



畫 

和中中和森 小山高寺 

田川村田 室本島崎 

三八不英鷗 m梅北廣 
造耶折作外 雲莊海業 

彫 西 

森鷗外 

新海竹太耶 

山畸朝雲 

北村四海 

審査員及元審査員出品 

第十同蜜査員 

川合玉堂 
小堀辆音 

今泉雄作 

诜木十軟 

黑田淸輝 

岡田三耶助 

滿谷國四耶 

藤島武二 

南 薰造 

高村光雲 

白井保次耶 

米原雲海 

朝倉文夫 

二七 



文展十年 

淸麗 東京寺崎廣業 
行く春• 東京州合玉堂 

天空海濶 東京小室翠雲 

港頭の夕 京1¢木島®谷 

怒濤の月 東京松本楓湖 

天龍河 東京吉田 博 
lyt:ん樓 i山本森之助 

稱荷堂 柬京山本森之助 

春の日の神子 東京中澤弘光 
あけSTL 東京和田英作 

r:そがれ 東京中村不折 
上高地のa東京中川八郎 

靑島の夕 東京中川八郎 
響泉*豸山崎朝雲 

M翁 東京北村四海 

龍樹 東京新海竹太郎 
すみれ 東京北村四海 

一二八 

山二题 京都山元春擧 

富士の裾野 東京高島北海 
淸妍 東京驼木十M 

趙雲 東京松本楓湖 

溪間 東京吉田 博 

山頂花崗石 東京吉田 博 
雨中梨花 東京山本森之助 

青き光 東京中澤弘光 

茶休 東京黑田淸輝 

黎明 東京中村不折 

靜 東京藤鳥武二 

春 東京中川八S5 

瓢箪鯰 東京来原雲海 

甲種合格 東京新海竹太耶 

水の15.とり 東京北村四海 

加藤先生の像 東京朝倉文夫 



無鑑査出品 

東京池田輝方 
京都川村曼舟 

京都橋本關雪 

京都菊池契月 

東京池上秀畝 

東京田中賴璋 

東京長原孝太耶 

京都太田喜二郎 

東京中村 0 
東京三宅克巳 

東京三宅克巳 

東京北村西望 

京4-三景 京都平井楳仙 

寒山拾得 京都橋本關雪 

月蝕宵 京都上村松園 

華W京都小室大雲 

文姬辭胡 東京池上秀畝 

啫E 東京長原孝太郞 

桑摘 京都太田喜一一郎 

山家 京都太田喜二郞 

田中飴博士背像 東京中村 0 

5の山 東京三宅克巳 

晚鐘 東京北村西望 

栗 東京北村西望 

夕立 

竹生島 

煉舟 

花野 

夕月 

山月四趣 

初夏 

Kの朝 

裸t}5 

夏景色 

午後の日 

石工 

無鑑査出品 一二九 





登柳芸 

美■艸 

屋&堂 

束北東 

梅P!京 

堂館堂 

編運■第甞叢術美 

(年十展文) 

1 

有所楢版 

1 

京都市上京區寺町通 
大阪市柬區平野町 

大阪市柬區淡路町 

東京神田區表神保町 
一！M M m京京橋區元数寄屋町 

東京京橋區銀座三丁目 

著痄者 靑木小四郞 

東京市神田區五軒町一番地 

發行者 小林壽 一 

東京市芝K愛{石町三丁目二番地 
&刷者 倉 谷 鎭 夫 

東京市神田區五軒町一番地 

發行所美術叢書刊行會 
振1#東京11三I六セ番 

大正五年十月十七日印刷 

大正五年十月廿一日發行 
(定®金九拾錢)「Aiir辦」 

刷印社會式株刷印洋東 



美術叢書旣刊(rp3五髓) 

第一編 

第二編 

第三編 

池 

大 

雅 

南 圓 TO 

劣〜 く 

圭 

rii 

應 
m. 

，j、 

達 
i 

光 
琳 田' 

姑射若氷著 

青木小四郞著 

相見香雨著 



美術叢書發行豫吿 
浮世繪の版畫 

浮世繪と美人 

狩野M 

北齋と廣重 

蕪 村 

支那の美術 

吳春と景文 

光悦と乾山 

足利時代の繪晝 

浮世繪派 

雪 舟 

土佐派 

日本の油繪 

圓山四條派 

桃山時代の繪畫 

明治の美術 

文泉と其流派 

渡邊畢山 

現代の美術 

印度の美術 



文部大臣高田早苗先生序文 

上製金五圓五十錢 
並製金三 圓 

送料內地金三十錢 

下村觀山畫伯の畫集は本書を以て嚆矢<Lす、集むる處の冬のはすべて傑 

作のみ、晝伯が最も得意Iなす、老子、哲祖あ6、出山釋迦虎溪三笑あ 

6、富麗にして高雅なる、靜淸圖及び城外の雨^6、宏壯細密にして然 

4大赡なる富岳の圖に至6ては、其偉大躍如として卷軼の間に溢れんと 

す、其他畫伯の妙技は之を本集に收めて餘す所なし。 

書册大さ=四六四倍堅一尺三寸橫九寸の大册 
上製==用紙特製の厚質最良和紙絹表紙大和綴帙入 

並製=用紙上質西洋紙紙表紙大和綴美麗製本 



W58lsII美術展覽會出品HI錄j 
定價金贰圓五拾錢送料內地金拾七錢 

一m美術展覽會@§圖錄一 
A疋價金，參圓送料內地金貳拾壹錢 

¥i1本Hll_美衞展覽會出品圖錄 
{疋價金參圓送料內地金貳拾壹錢 

分冊日本書Iの部定價金壹圓五拾錢 



翁»來 
_院編纂 

定價 
金壹圓參拾錢 

(送料金拾貳錢) 

印度詩聖タゴーM羽が將來したる1印度畫は"我國に於ては始めての展 
觀Rして、少からず我美術界の奇賞VJ博したるが現品は夕翁旣に携え去 

て再び之i:見るに由なし•.日本美術院は大に之を惜み、特に弊社R命b 
て此畫集を發行せちる、邦人の耳に馴れたる印度畫は、アジャンタの壁 

畫のみにして> 印度現代の繪畫は祓製品の渡來少なく、本書は唯一の印 
度畫集にして他ic一の類書cf)るなし。 

㊃揷畫五十餘點鮮明なる玻璃版.印刷用.紙最上和紙 
_書册大さ菊判裝釘純日本式表紙印度模樣木版 刷 



定價 
金c-圓五拾錢 

送料貳拾壹錢 
定價 

金貳圓五拾錢 
送料貳拾壹錢 

定價金貳拾錢 
送料^錢 

第一輯ョリ第五 
輯迄旣刊 

定價金壹圓 
送料八 錢 



DUKE UNIVERSITY LIBRARY 

日本美術院編* 

定賣i製金八圆 
ズf並製金六圓 

送料金參拾錢 

橫山大觀晝伯の晝集は本書を以て嚆失とす 

揷畫H文展院展出品衰を初めとして代表作六十餘枚 

書®大卩竪一尺三寸橫九寸の大册 ， 

裝釘卩特製厚質良布紙表紙大和綴上製絹表紙帙入 










